
　本市では７月１日に「こども家庭センター」を開
設しました。全ての妊産婦、子育て世帯、そして子
どもたちが安心して子育てや生活ができるように、
切れ目のない支援を行っていきます。詳しくは２・
３ページをご覧ください。

●こどもまんなか社会の実現に向けて こども家庭センターを開設・・・・・・・・・・
令和７年度市政功労者表彰・・・・・・・・・・
令和６年度人事行政を公表・・・・・・・・・・
物価高騰対策事業・・・・・・・・・・・・・・
館林まつり＆館林手筒花火大会・・・・・・・・
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いつだって たてばやしの中心中心には
こどもたちの笑顔笑顔がある！
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ー子育て支援アプリを紹介ー

　「館林市予防接種＆子育てナビ」　「館林市予防接種＆子育てナビ」
■登録は無料です
■妊娠中は妊娠週数に応じたプレママ情報、産後は子育て情報が届き
　ます。また、児童手当などの情報も掲載されています
■予防接種の複雑な接種スケジュールを自動で作ることができます ios Android

ブラウザ版

電話でも窓口でも、お気軽にご相談ください！

　　　広報紙では館林の子育て総合ページ「たていく」（今号24・25ページ）にイベントや相談について掲載して
　　　います。ぜひご活用ください。
♣

妊娠・出産期
例えば…
■妊娠・出産
■妊産婦健康診査
■産後ケア

乳児期
例えば…
■授乳・離乳食
■夜泣き
■子育て支援制度

幼児期
例えば…
■発育・成長
■集団生活での悩み
■食事（偏食・小食など）

就学以降
例えば…
■日常的な家族の世話
■親との関係
■生活リズム

お気軽にご相談ください！

電話でも窓口でも、お気軽にご相談ください！

▶受付時間　
月～金曜日　（祝日、年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分

初めての妊娠・出産で

不安…
イライラして子どもを
叩いてしまう

赤ちゃんのお世
話が

上手にできない

子育て支援課
市役所９番窓口
℡47 - 5137

かるがも相談室
保健センター
℡80 - 1152

こども家庭センター

ー子育て支援アプリを紹介ーー子育て支援アプリを紹介ー

こども家庭センター

子どもの激しい泣き声が聞こえる家がある

　　　かるがも相談室では、安心して妊娠・出産・子育てができるよう、保健師・助産師・心理師などが対応し
　　　ます。子育て支援課では、18歳頃までの子どもに関する子育ての悩みや家庭内の心配ごとを解消できるよ
　　　う、家庭児童相談員などが対応します。

♣

このような不安や悩み、相談してみませんか？

令和７年（2025）　　７月号 02

　
本
市
で
は
、
７
月
１
日
に
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
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」
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。
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セ
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図
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。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
家
庭
児

童
相
談
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や
保
健
師
な
ど
、
資
格
を
持
つ
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が
対
応
し
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
へ

私たちがサポートします！

子育て支援課・健康推進課職員

課　名 係　名

子育て支援課
子育て支援係

こども相談係

こども課
入園給付係

施設支援係

健康推進課

地域医療係

健康づくり係

母子保健第１係

母子保健第２係

今年度より

に変わりました

健康こども部

児童福祉機能及び母子保健機能
の効率的な連携のため、
①健康推進課を保健福祉部から
　こども局に編入
②こども局から健康こども部へ

設
し
ま
し
た
！

開

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

７月７月
よりより

https://tatebayashi.city-hc.jp/l/Pss8X4
https://tatebayashi.city-hc.jp/l/7vePeO
https://tatebayashi.city-hc.jp/l/Fb5Tg7


藤
ふじ

倉
くら

功
かつ

也
や

さん

瑞宝中綬章
人事行政事務功労

清
し

水
みず

敦
あつし

さん

瑞宝中綬章
議院運営事務功労

小
お

川
がわ

滉
ひろし

さん

瑞宝双光章
（高齢者）
教育功労

早
はや

川
かわ

健
けん

一
いち

さん

旭日双光章
社会福祉功労

春
の
叙
勲
・
褒
章
な
ら
び
に
高
齢
者
叙
勲

が
発
表
さ
れ
、
次
の
か
た
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

叙
勲
・
褒
章

長年にわたり本市の発展に貢献された29人のかたが、
令和７年度市政功労者表彰を受賞されました。

令和７年度

市政功労者表彰

　永年公職　永年公職

須
す

永
なが

浩
こう

二
じ

さん　区長

𠮷
よし

丸
まる

嘉
よし

明
あき

さん　区長

亀
かめ

山
やま

規
のり

男
お

さん　区長

内
ない

藤
とう

敏
とし

男
お

さん　区長

多
た

田
だ

雄
ゆう

一
いち

さん　環境保健委員

石
いし

井
い

新
しん

三
ぞう

さん　環境保健委員

田
た

口
ぐち

文
ふみ

雄
お

さん　環境保健委員

石
いし

川
かわ

一
かず

夫
お

さん　環境保健委員

兼
かね

原
はら

淳
あつし

さん　園医

柴
しば

田
た

晃
あき

啓
ひろ

さん　学校薬剤師

　社会福祉

八
や

十
そ

島
じま

淑
とし

子
こ

さん　保護司

　社会福祉

　社会教育

荒
あら

井
い

清
せい

一
いち

郎
ろう

さん　青少年育成推進員

　社会教育

　商業振興

三
み

田
た

英
ひで

彦
ひこ

さん　商工会議所常議員

新
あら

井
い

寿
とし

一
かず

さん　商工会議所常議員

　商業振興

　学校教育

新
あら

井
い

真
ま

美
み

さん　学校長

新
にい

島
じま

邦
くに

彦
ひこ

さん　学校長

金
かね

子
こ

好
よし

延
のぶ

さん　学校長

　学校教育

　文化振興

茂
もて

木
ぎ

亨
とおる

さん 館林市少年少女合唱団指導者

　文化振興

小
こ

林
ばやし

昌
まさ

史
し

さん　館林消防団分団長

齋
さい

藤
とう

涌
ゆう

希
き

さん　館林消防団分団長

藤
ふじ

掛
かけ

烈
つよし

さん　館林消防団分団長

牛
うし

坂
ざか

徹
とおる

さん　館林消防団分団長

内
うち

田
だ

雅
まさ

章
あき

さん　館林消防団分団長

松
まつ

澤
ざわ

明
あき

弘
ひろ

さん　館林消防団分団長

藏
くら

本
もと

英
ひで

輝
き

さん　館林消防団分団長

照
てる

屋
や

優
ゆう

一
いち

さん　館林消防団分団長

　消防事業　消防事業

　体育振興

久
く

保
ぼ

口
ぐち

喜
き

代
よ

美
み

さん 館林陸上競技クラブ副会長

山
やま

田
だ

雄
ゆう

子
こ

さん 館林市卓球協会副理事長

熊
くま

倉
くら

功
いさお

さん 館林市体操協会会長

　体育振興

県総合表彰
県政のさまざまな分野で尽力された
次のかたが受賞されました。

福祉

渡
わた

邊
なべ

きみ子
こ

さん

　館林市社会福祉協議会訪問介護員

館林市おもちゃの図書館ぴっころ

　障がい児・者への支援・交流活動

労働

多
た

田
だ

正
まさ

良
よし

さん

　館林地区職業訓練運営会会長

藤藤掛

おめでとう
　ございます
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令和６年度令和６年度

人事行政人事行政を公表を公表
市職員の任免や勤務時間、その他勤務条
件の状況などをお知らせします。
※詳細はホームページにも掲載
　しています
問人事課（℡47 -5117） 市ＨＰ

20歳
未満

20～
23歳

24～
27歳

28～
31歳

32～
35歳

36～
39歳

40～
43歳

44～
47歳

48～
51歳

52～
55歳

56～
59歳

60歳
以上

職種別
合計

一般行政職 ０ 18 28 38 55 51 62 43 37 56 33 ８ 429
税務職 ０ ６ ８ ４ ２ ３ ４ ３ ５ ３ ３ ０ 41

薬剤師・医療技術職 ０ ０ ０ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４
看護・保健職 ０ ４ ３ １ ２ ２ １ ５ ３ 0 １ ０ 22
福祉職 ０ ５ ６ ６ ７ ９ ７ ６ ９ ４ 11 ２ 72

技能労務職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ２ ５ ０ 10
教育職（幼稚園） ０ １ ２ １ ２ ２ ５ ２ ２ ２ ２ ０ 21
教育職（その他） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ２ ２ ０ ０ ９
年齢階層別合計 ０ 34 47 53 68 68 81 63 60 69 55 10 608

■在職状況（令和６年４月１日現在） （単位：人）

■分限処分

※心身の故障などのため、職責をじゅうぶんに果たせない場合な
　どに行う処分で、免職、休職、降任、降給の４種類があります

■勤務時間

１週間の勤務時間 38時間45分

１日の勤務時間 ７時間45分

勤務の開始時間 午前８時30分

勤務の終了時間 午後５時15分

休憩時間 正午～午後１時

公務能率向上と人材育成のため、階層別・専門分野別・派
遣・通信研修などの職員研修を行っています。

■採用試験の実施状況

■離職状況（退職事由別状況）
　定年退職は６人、普通退職
　は24人（うち60歳以上３人、
　再任用終了など５人）、死亡
　退職は０人です

■定員管理の状況
　効率的、効果的な行政を実
　現するために、令和４年３
　月に策定した館林市第３次
　職員定員適正化方針に基づ
　き、適正な定員管理に取り
　組んでいます

■年次有給休暇

※全対象職員数は、令和６年１
月１日～12月31日に在職した数

総取得日数 6,669.8日

全対象職員数 619人

平均取得日数 10.8日

■懲戒処分

※職務上の義務違反などに対して公務における規律と秩序の維持
　を目的として行われる処分で、免職、停職、減給、戒告の４種
　類があります

　　

任免と職員数の状況

福祉の状況 　分限と懲戒処分の状況

研修の状況

勤務時間その他の勤務条件の状況

（単位：人） 職名 昇任者数

一般
職員

部長 ４
参事（課長兼務） １
課長 ９
主幹（係長兼務） ４
係長 16
係長代理 20
主任 13
主事・技師 12
保育園長・幼稚園長 ０
保育士（４級）・教諭（４級） ２
保育士（３級）・教諭（３級） ３
保育士（２級）・教諭（２級） ４

■任用の状況（昇任の状況）
（単位：人）

■健康の保持増進対策
対策名 実施項目 対象

疾病予防対策

産業医の健康面談及び職員相談

全職員

健康診断又は人間ドック
胃・大腸・子宮・乳がん検診
歯周疾患検診
破傷風・Ｂ型肝炎予防接種

メンタルヘルス対策 心の健康相談・カウンセリングストレスチェック

種類 事由 件数

休職 地方公務員法第28条第２項第１号 21件

■育児休業
30人（うち17人は前年度から引き続き取得）

27人（うち22人は前年度から引き続き取得）
■介護休暇

■病気休暇
50人（うち３人は前年度から引き続き取得）

■部分休業

０人

試験結果
募集職種 応募者 １次合格者 ２次合格者 ３次合格者 最終合格者 採用者

事務員・技術員（大卒） 121 74 43 - 27 16
事務員・技術員（高卒・短大卒） 25 21 13 - 12 ４

保健師 ９ ８ ４ - ３ ３
保育士・幼稚園教諭 13 13 ９ - ６ ６
事務員（障がい者対象） ４ ４ ０ - - ０
社会人経験者（事務・技術）① 28 18 17 13 10 ７
社会人経験者（事務・技術）② １ １ - - １ １
社会人経験者（有資格） ４ ４ ４ ３ ２ ２

※保健師、保育士・幼稚園教諭は有資格者

種類 事由 件数

戒告 地方公務員法第29条第１項第３号 １件
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C l o s e  u pC l o s e  u p

たてばやし賃上げ促進支援金

定額減税補足給付金（令和７年度不足額給付）

　エネルギーや食料品価格等の物価高騰の影響を受けた市民や事業者の皆さんを支援するため、国の重点支援地方
交付金を活用した事業を実施します。

県は、賃金上昇から始まる経済の好循環を実現するため、令和７年４月以降に５％以上の賃上げを行
った中小企業などに、従業員１人当たり５万円、１事業所当たり上限100万円の支援金を支給します。
市では、県と連携して従業員１人当たり１万円、１事業所当たり上限20万円の上乗せを行います。さ

らに、市独自の支援策として２％以上５％未満の賃上げを行った中小企業などには１人当たり２万円、
１事業所当たり上限40万円の支援金を支給します。

物価高騰対策事業
問たてばやし賃上げ促進支援金について：商工課（℡47 - 5148）
　定額減税補足給付金について：税務課（℡47 - 5107）

生活の安定と地域経済の活性化を目指して

お 知 ら せ

▶賃上げ対象期間
令和７年４月１日～11月30日
▶主な支給対象 市内に事業所を有する、次の
①、②いずれかに該当する中小企業など
※公益法人、協同組合、従業員を１人以上雇用
　する個人事業主などを含む
①群馬県「ぐんま賃上げ促進支援金」の交付決
　定を受けている（賃金上昇率５％以上）
②従業員の賃金を賃上げ月の前月と比較して２
　％以上５％未満引き上げた 
▶支給金額
①従業員１人当たり１万円
　　（１事業所当たり上限20万円）
②従業員１人当たり２万円
　　（１事業所当たり上限40万円）

▶申請期間
８月下旬～同８年１月30日㈮まで
※群馬県「ぐんま賃上げ促進支援金」の申請は、
　７月14日㈪から開始します
※詳細については、広報たてばやし８月号であ
　らためてご案内します

　国のデフレ完全脱却のための総合経済対策に
おける物価高への支援の一環として、令和６年
度に実施した定額減税しきれないかたへの調整
給付金（当初調整給付金）の支給額に不足が生
じる場合に、追加で給付を行います。
※給付対象となるかたには、８月以降順次、通
　知を発送予定です
※詳細については、広報たてばやし８月号であ
　らためてご案内します

　「振り込め詐欺」や「個人情報の搾取」などに
ご注意ください！
　給付金の支給に当たり、市や国の職員がＡＴ
М（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の
操作や現金の振り込みをお願いすることは絶対
にありません。不審な電話や郵
便があった場合は、最寄りの警
察署又は警察相談専用電話　（＃
9110）にご相談ください。

！

県ＨＰ
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▶とき
７月19日㈯～９月21日㈰　午前９時～午後５時
※入館は午後４時30分まで
▶休館日
月曜日（７月21日㈷、８月11日㈷、９月15日㈷を除く）、
７月22日㈫・31日㈭、８月12日㈫・29日㈮、９月16日㈫
▶ところ
第一資料館
▶入館料
無料
▶内容
特攻隊員の手紙、木戸町に墜落した戦闘機「飛

ひ

燕
えん

」の
残骸の展示

戦後80年企画展「館林と戦争」
問文化振興課（文化会館内　℡74 - 4111）

館林と戦争のつながりについて知る

お 知 ら せ

　近年新たに発見・収集した資料や証言を基に、館林の新たな戦争史に迫る企画展です。

▶とき
７月21日㈷、８月３日㈰、９月７日㈰
午前11時～（30分間）

展示解説会

▶とき　８月５日㈫～21日㈭
▶ところ　アゼリアモール（楠町）
▶参加費　無料

未来へ　～みんなでつなぐピースリレー～
問秘書課（℡47 - 5101）

戦後80年非核平和推進事業

お 知 ら せ

　戦後80年を迎えるに当たり、「平和への願いを次世代につなぐ」をテーマにイベントを開催します。戦争の恐ろし
さや平和の尊さについて考えてみませんか。

パネルを用いて、知覧基地や特攻に
至る経緯、特攻隊員の遺影や遺書な
どを紹介します

パネル展示
「未来を託し　戦火の空へ」

●１

平和への願い、イベン
トの感想などを書いた
メッセージカードをボ
ードに貼り付けてツリ
ーを彩ります

　参加型展示
「思いで育てよう！つなぐピースツリー」

●２

平和をテーマにした講話や音楽演奏、
展示などを行います
ホールイベント
▶とき　８月９日㈯　午後２時～
▶ところ アゼリアホール（マツモトキヨシ横）
▶内容
■市少年少女合唱団による合唱
■市内中学生による平和のための作文集朗読
■市遺族会による講話
■館林女子高等学校マンドリン・ギター部に
　よる演奏
※来場者にはプレゼントがあります（数量に
　限りがあります）
１日限定特別展示
▶内容　　　に追加して、第一資料館企画展
の資料の一部を展示

子どもから大人まで

平和について考えるイベントデー

市ＨＰ

市ＨＰ

平和をテーマにした講話や音楽演奏、

●１●２

https://www.pref.gunma.jp/page/684329.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s002/kurashi/180/030/20250623111039.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/sp004/
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館林まつり＆館林手筒花火大会
問館林まつりについて：館林まつり運営委員会事務局（商工課内　℡47 - 5148）
　館林手筒花火大会について：同事務局（つつじのまち観光課内　℡74 - 5233）

館林の夏を盛り上げる大イベント

市ＨＰお 知 ら せ

とき イベント

12日

午後３時30分～９時 テント村

午後４時30分～５時30分 パレード

午後５時30分～６時30分 民踊流し

午後６時30分～８時30分 特設ステージ

午後６時30分～９時 大人みこし

13日

午後３時30分～９時 テント村

午後４時30分～６時30分 子ども・企業みこし

午後４時30分～６時30分 マルシェ

午後４時30分～６時30分
子ども広場

「南極の氷」特別展示「南極の氷」特別展示

午後４時30分～８時30分 特設ステージ

午後６時30分～９時 大人みこし

※本町通りは、午後３時30分～９時30分に交通規制を
　実施します

第54回館林まつり
▶とき ７月12日㈯・13日㈰
▶ところ　本町通りなど

第26回館林手筒花火大会
▶とき ７月26日㈯　午後７時30分～８時30分
▶ところ　館林城ゆめひろば
※荒天中止

はしもとみお木彫展～いきものたちとの旅～
問県立館林美術館（℡72 - 8188）

木彫の動物たちに間近で触れ合える

お 知 ら せ 美術館ＨＰ

▶会期　７月19日㈯～９月23日㈷
※出品者であるはしもとみおさんの講演会や学芸員に
　よる解説を実施します。詳しくはホームページをご
　覧ください
▶休館日　月曜日（７月21日㈷、８月11日㈷、９月15
日㈷を除く）、７月22日㈫、９月16日㈫
▶時間　午前９時30分～午後５時
※入館は午後４時30分まで
▶ところ　県立館林美術館

▶観覧料
■一般 8 3 0円
■大学・高校生 4 1 0円
■中学生以下　無料

　木彫で制作したさまざまな生き物たちが暮らす風景を、旅するように巡ることができる展覧会です。どこか優し
い気持ちになれる、はしもとみおさんの世界を存分にお楽しみください。

はしもとみお
《メイちゃん（ラッコ）》2024年
Photo：Takahide Urata

21ページの市長
コラムで紹介し
ています
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▶ところ　つつじが岡ふれあいセンター、館林
駅観光案内所、アゼリアモール（物産展示コー

ナー）

▶サイズ　ＳＳ～５Ｌ
▶価格（税込み） 1 , 8 0 0円

館林オリジナルデザイン

ポロシャツ販売中
問市観光協会（つつじのまち観光課内　℡74 -
5233）

①大徒渉池
▶とき
７月５日㈯～８月31日㈰　午前10時～午後４時
▶ところ
つつじが岡公園
※天候などによって運転を中止する場合があります

②ジャブジャブ池
▶とき
７月５日㈯～８月31日㈰　午前９時30分～午後４時30分
▶ところ
近藤沼公園
※天候などによって運転を中止する場合があります
※７月18日㈮、８月１日㈮・19日㈫は水の入れ替えの
　ため、正午（予定）から運転します

▶とき　７月10日㈭～８月31日㈰　午前８時30
分～正午（随時運行）

※１回の乗船時間は30分程度

▶ところ　つつじが岡公園内遊覧船乗り場
▶料金
■大人 1,000 円

■小学生以下 3 0 0円

※天候などによって運休

　になる場合があります

心安らぐ水上体験

夏の城沼　花ハスまつり
問城沼観光㈱（℡73 - 7800）
　市観光協会（つつじのまち観光課内　℡74 -
5233）

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に

水
が
降
り
注
ぎ
ま
す

噴
水
の
高
さ
は

最
大
10
メ
ー
ト
ル

　夏場の涼みスポットとして、子どもたちに人気の市内２か所の水遊び場を開放します。

２か所の水遊び場を開放
問大徒渉池について：つつじのまち観光課（℡72 - 6718）
　ジャブジャブ池について：緑のまち推進課（℡47 - 5155）

巨大噴水で涼を楽しもう！

お 知 ら せ 市ＨＰ②市ＨＰ①

■カラーはネイビー
■ドライ素材で胸ポケット
　付き
■館林のさまざまな要素を
　詰め込んだデザイン

観光協会ＨＰ

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s059/kanko/020/20210506113415.html
https://gmat.pref.gunma.jp/
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/tsutsuji/060/20210609105625.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s068/kurashi/130/120/20210415142847.html
https://www.utyututuji.jp/topics1/dsp.cgi?dtno=201
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● マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

●
献
血

７
月
17
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
　
社
会
福
祉
課
（
℡
47-

５
１
２
７
）

講
座

教
室

・

保
健

福
祉

・

介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己

負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保

険
負
担
割
合
証
は
、
８
月
１
日
に

更
新
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
負
担

割
合
証
は
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
か
た
に
、
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
載

内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
き
は
、
送
付
さ
れ
た
負
担

割
合
証
を
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
・
介
護
保
険
施
設
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

た
い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

更
新

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
す
る
場
合
、
認
定
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
居
住
費

と
食
費
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

が
承
認
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
軽
減

を
受
け
る
た
め
に
は
更
新
申
請
が

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

必
要
で
す
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護
保
険
施
設
の
職
員
が
申
請
を

代
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

認
定
要
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
か
た

■
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

　
あ
る

■
別
世
帯
に
配
偶
者
が
い
る
場
合
、

　
そ
の
配
偶
者
も
市
民
税
非
課
税

　
で
あ
る

■
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
左
記
の

　
要
件
で
あ
る

所得の状況（令和７年８月から変更） 預貯金等の資産要件

前年の合計所得金額＋年金収入額が
80万9,000円以下

単身650万円以下、
夫婦1,650万円以下

前年の合計所得金額＋年金収入額が
80万9,000円超120万円以下

単身550万円以下、
夫婦1,550万円以下

前年の合計所得金額＋年金収入額が
120万円超

単身500万円以下、
夫婦1,500万円以下

提
出
先
・
問
合
せ
　
子
育
て
支
援

課
（
℡
47

─

５
１
３
５
）
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
が

い
者
手
当
な
ど

提
出
期
間

　８
月
12
日
㈫
〜
19
日

㈫
　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

15
分

提
出
先
・
問
合
せ

高
齢
障
が
い

政
策
課
（
℡
47

─

５
１
２
８
）
へ

と
き
　
８
月
17
日
㈰
・
18
日
㈪

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
セ
ン
タ

ー
、
牛
久
大
仏
、
大
洗
磯
前
神
社
、

那
珂
湊
、
筑
波
山
温
泉
ホ
テ
ル
青

木
屋

対
象
　
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子
・

寡
婦
家
庭

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費

■
母
・
父
（
非
会
員
）

　
　１万
６

　
０
０
０
円

■
母
・
父
（
会
員
）

　
　１万
４
０

　
０
０
円

■
寡
婦
（
会
員
の
み
）

　
　１万
５

　
０
０
０
円

■
子
（
高
校
生
以
上
）

　　１
万
３

　
０
０
０
円

■
子
（
小
・
中
）

　
　６０
０
０
円

■
子
（
幼
児
）　
　３
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
６
日
㈬

ま
で
に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課

（
℡
47

─

５
１
３
７
）
へ

※
定
員
に
達
し
し
だ
い
受
付
終
了

共
通
事
項

問
合
せ
　
介
護
保
険
課
（
℡
47

─

５
１
３
３
）

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
が
い
者
手
当
及

び
障
が
い
児
福
祉
手
当
を
受
給
し

て
い
る
か
た
は
、
７
月
下
旬
に
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
持
参
し
、
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
提
出
し
な
い
場
合
は
、

資
格
が
あ
っ
て
も
11
月
以
降
の
手

当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

提
出
期
間
　
８
月
１
日
㈮
〜
15
日

㈮
の
平
日
　
午
前
８
時
40
分
〜
午

後
５
時

※
８
月
３
日
㈰
は
午
前
９
時
〜
午

　
後
３
時
に
受
け
付
け
ま
す

※
８
月
７
日
㈭
は
午
後
７
時
ま
で

※
集
中
受
付
期
間
の
た
め
予
約
制

　
で
す
。
７
月
25

　
日
㈮
の
午
前
９

　
時
か
ら
、
申
込

　
フ
ォ
ー
ム
へ

※
８
月
18
日
㈪
以
降
の
受
付
も
可

　
能
で
す
が
、
期
間
内
の
提
出
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
９
月
17
日
㈬
に
就
業
相
談
会
を

　
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）

現
況
届
の
申
請
を
忘
れ
ず
に申込フォーム

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

11
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●
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
　
社
会
福
祉
課
（
℡
47

─

５
１
２
７
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
事
前
に
記
入
）、マ
イ
ナ
保
険

証
又
は
健
康
保
険
証

問
合
せ
　
健
康
推
進
課 

（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

※
ワ
ク
チ
ン
の
在

　
庫
状
況
に
よ
り
、
す
ぐ
に
接
種

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
か
た

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
資
格
者

証
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
㈭
で
す
。
７
月
上
旬
に

郵
送
す
る
通
知
を
確
認
し
、
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　
入
し
た
か
た
は
、
同
７
年
１
月

　
１
日
現
在
の
住
所
地
で
令
和
６

　
年
分
の
所
得
内
容
を
確
認
で
き

　
る
証
明
書
（
所
得
額
、
控
除
額
、

　
扶
養
人
数
、
市
・
県
民
税
の
課

　
税
の
有
無
な
ど
の
記
載
の
あ
る

　
も
の
）
を
用
意
し
、
７
月
上
旬

　
に
郵
送
す
る
通
知
と
併
せ
て
お

　
持
ち
く
だ
さ
い

※
同
６
年
分
の
市
・
県
民
税
の
申

　
告
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、

　
申
告
後
に
更
新
の
手
続
き
を
お

　
願
い
し
ま
す

重
度
心
身
障
が
い
者
・
高
齢
重
度

障
が
い
者
の
か
た

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
資
格
者

証
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
㈭
で
す
。
新
し
い
資
格

者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
が

一
定
の
所
得
要
件
を
上
回
る
と
、

所
得
制
限
に
よ
り
資
格
喪
失
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
更
新

で
所
得
要
件
に
よ
り
資
格
喪
失
と

な
っ
た
か
た
は
、
あ
ら
た
め
て
申

請
が
必
要
で
す
。

共
通
事
項

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
（
℡
47

─

５
１
４
０
）

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
資
格

確
認
書
（
茶
色
）
を
、
７
月
下
旬

に
緑
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

記
載
事
項
を
確
認
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
利
用
し
て
い
な
い
か
た
は
、

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
資
格
確

認
書
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
有
効

期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
や
資

格
確
認
書
は
、
自
身
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
す

　
る
場
合
は
７
月
８
日
㈫
ま
で
に

　
保
険
年
金
課
に
連
絡
し
て
く
だ

　
さ
い

限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た

　
今
後
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

き
は
、
次
の
方
法
で
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
限
度
額
ま
で
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
か

　た
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
提
示

　
く
だ
さ
い

▪
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な

　い
か
た
　
限
度
区
分
が
併
記
さ

　
れ
た
資
格
確
認
書
を
ご
提
示
く

　
だ
さ
い
（
併
記
す
る
場
合
は
市

　
役
所
で
申
請
が
必
要
で
す
）。な

　
お
、
す
で
に
各
認
定
証
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
か
た
に
は
、
限

　
度
区
分
を
併
記
し
た
資
格
確
認

　
書
を
交
付
し
ま
す

※
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
し
く

　
み
に
よ
り
限
度
区
分
が
確
認
で

　
き
る
医
療
機
関
の
窓
口
で
同
意

　
し
た
場
合
、
限
度
区
分
の
併
記

　
の
な
い
資
格
確
認
書
の
提
示
で

　
も
限
度
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
医
療
機

　
関
で
限
度
区
分
の
確
認
が
で
き

　
な
い
と
減
額
の
対
象
に
な
り
ま

　
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
長
期
入
院
該
当
に
よ
る
食
事
代

　
の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　
市
役
所
で
申
請
が
必
要
で
す

問
合
せ
　
同
課
（
℡
47

─

５
１
４
０
）

麻
し
ん
風
し
ん
（
第
２
期
）

対
象
　
年
長
児
（
平
成
31
年
４
月

２
日
～
令
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

予
診
票
　
４
月
に
郵
送

日
本
脳
炎
（
第
２
期
）

対
象
　
９
歳
～
13
歳
未
満

予
診
票
　
９
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

に
郵
送

二
種
混
合

対
象
　

11
歳
～
13
歳
未
満

予
診
票
　

11
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

に
郵
送

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種（
定
期
接
種
）

対
象　

小
学
６
年
生
～
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子

予
診
票
　
中
学
１
年
生
の
４
月
に

郵
送

※
接
種
回
数

　２
回
又
は
３
回

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種（
経
過
措
置
）

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

▪
平
成
９
年
４
月
２
日
～
同
21
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

▪
令
和
４
年
４
月
１
日
～
同
７
年

　
３
月
31
日
に
子
宮
頸
が
ん
予
防

　
接
種
を
１
回
以
上
接
種
済
み

接
種
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

共
通
事
項

接
種
場
所　

市
及
び
邑
楽
郡
内
の

指
定
医
療
機
関
（
指
定
医
療
機
関

以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

の
更
新

夏
休
み
を
利
用
し
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

市ＨＰ
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な
い
か
た
）　
医
療
費
の
自
己

　
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り

　
ま
す

③
同
７
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世

　
帯
で
75
歳
未
満
の
か
た
　
医
療

　
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま

　
で
に
な
り
、
食
事
療
養
費
な
ど

の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

持
ち
物
　
申
請
者
の
身
分
証
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

※
③
に
該
当
し
、
過
去
１
年
以
内

　
の
入
院
日
数
が
91
日
以
上
の
か

た
は
入
院
期
間
が
分
か
る
領
収
書

申
請
先
・
問
合
せ

７
月
22
日
㈫

か
ら
、
同
課
へ

12

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

　
い
る
と
交
付
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す

対
象
・
内
容

①
令
和
７
年
度
の
住
民
税
課
税
世

　
帯
で
70
歳
未
満
の
か
た
　
医
療

　
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま

　
で
に
な
り
ま
す

②
同
７
年
度
の
世
帯
所
得
区
分
が

　
「
現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
70
〜

74
歳
の
か
た
（
同
７
年
８
月
か

　
ら
の
一
部
負
担
金
割
合
が
３
割

　
の
か
た
で
、
世
帯
内
に
同
７
年

　
度
の
住
民
税
課
税
所
得
６
９
０

　
万
円
以
上
の
高
齢
受
給
者
が
い

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
・
更
新

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
か
た
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
、
ま
た
、

非
課
税
世
帯
の
か
た
の
入
院
時
の

食
事
代
を
減
額
で
き
る
認
定
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
㈭
で
す
。
引
き
続
き
認

定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
か
た
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
で
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
認
定
証
の
申
請
を
す
る
こ
と

な
く
、
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
な
ど

の
更
新

　
現
在
の
被
保
険
者
証
、
資
格
確

認
書
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
か
た

　
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
き
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
更

新
分
か
ら
期
限
の
定
め
が
な
い
た

め
、
た
い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い（
70
歳
以
上
の
か
た
を
除
く
）

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

か
た資

格
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
は
、

資
格
確
認
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
マ
イ
ナ
保
険
証
に
は
さ
ま
ざ
ま

　
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
マ

　
イ
ナ
保
険
証
で
の
医
療
機
関
受

　
診
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い

※
70
〜
74
歳
の
か
た
の
資
格
確
認

　
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
に

　
は
自
己
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

　
ま
す

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
（
℡
47

─

５
１
３
８
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

令和７年（2025）　　７月号

【広告】【広告】

● マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒374 － 0053　群馬県館林市赤土町 810 －１
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

●
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第
１
期

納
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。
　
介
護
保
険
課
（
℡
47

─

５
１
３
２
）、保
険
年
金
課
（
℡
47

─

５
１
４
０
）

講
座

教
室

・

保
健

福
祉

・

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

合同金婚式典のご案内

結婚50年を迎えるご夫婦で、金婚式典への参

加又は記念品の送付を希望するかたは申し出が

必要です。

とき 11月29日㈯　午前10時30分～11時30分

ところ　日清製粉ウェルナ三の丸芸術ホール
対象　８月１日時点で、次の全て
に該当するご夫婦

■市内に１年以上在住

■昭和51年３月31日以前に婚姻届

　を提出し、婚姻継続中

■過去に金婚式典への参加又は記

　念品を受領していない

内容　慶祝状及び記念品の贈呈など
申込み・問合せ　７月14日㈪～８月29日㈮（必
着）に、申込フォーム又は申出書（高齢障がい

政策課、各公民館及びホームページにあります）

を郵送又は直接、同高齢者支援係　（〒 374 - 85

01　市役所内　℡47 - 5130）へ

※申出書の提出が難しい場合はお問い合わせく

　ださい

※欠席のかたには記念品を郵送します

申込フォーム

市ＨＰ

市ＨＰ

域
連
合
（
℡
０
２
７

─

２
５
６

─

７
１
７
１
）
又
は
市
保
険
年
金
課

（
℡
47

─

５
１
４
０
）

と
き
　
８
月
８

日
㈮
　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ
　
郷
谷

公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
か
た

定
員
　
１
０
０
人
程
度

内
容
　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
な

ど
で
判
断
能
力
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
か
た
に
対
し
て
、
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
本
人
に
代
わ

っ
て
財
産
管
理
な
ど
の
法
律
行
為

を
行
う
成
年
後
見
人
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師

東
あ
ず
ま

啓け
い

二じ

さ
ん
（
東
京
大
学

教
育
学
研
究
科
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　

℡
75

─

７
１
１
１
）
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
、
免

除
又
は
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
か
た
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

定
員

　50
人
（
先
着
順
）

講
師

関せ
き

根ね

徳と
く

男お

さ
ん
（
郷
土
史

研
究
家
）

参
加
費
　
無
料
（
会
員
で
な
い
か

た
は
、
同
会
の
入
会
が
必
要
）

申
込
み
・
問
合
せ

７
月
３
日
㈭

〜
14
日
㈪
に
、相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん（
同

会
　
℡
73

─

２
３
７
６
）
又
は
市

生
涯
学
習
課（
℡
47-

５
１
６
６
）へ

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
デ
ジ
タ
ル
写
真

編
集
講
座
」

と
き

９
月
２
日
㈫
〜
26
日
㈮
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

　（
９
月
23
日
㈷
を
除
く
。全
７
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

優
先
）

内
容
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の

デ
ー
タ
取
り
込
み
、
ア
ル
バ
ム
作

成
、
写
真
・
動
画
の
編
集
な
ど

参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み

７
月
18
日
㈮
の
午
後
６

時
〜
７
時
に
、

同
館
へ

問
合
せ

勝か
つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
同

会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）

令
和
７
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減
　
表
の
と
お
り

■
所
得
割
額
の
計
算
方
法

所
得

　
割
額
＝
（
総
所
得
金
額
等-

基

　
礎
控
除
額
）
×
10
・
07
％

※
基
礎
控
除
額
は
合
計
所
得
金
額

　
２
４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、

43
万
円
で
す

■
激
変
緩
和
措
置
の
終
了
　
賦
課

　
限
度
額
や
所
得
割
率
は
終
了

問
合
せ
　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

13
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【広告】

免
除
申
請

　本
人
、
配
偶
者
及
び

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に

審
査
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
又
は
一
部
が
免
除
に
な
り

ま
す

納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
か

た
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
を
基
準
に
審
査
し
、
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す

※
前
回
の
申
請
で
全
額
免
除
又
は

　
納
付
猶
予
の
継
続
申
請
の
申
出

　
を
し
た
か
た
は
、
申
請
す
る
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん

※
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
か
た

　
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
終
了

　
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
希
望

　
す
る
場
合
は
市
保
険
年
金
課
で

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す

問
合
せ
　
太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課
（
℡
49

─

３
７
１
６
）
又

は
市
保
険
年
金
課
（
℡
47

─

５
１

３
９
）

文
化
教
養
講
座
「
田た

沼ぬ
ま

意お
き

次つ
ぐ

が
描

い
た
世
界
〜
近
代
日
本
へ
の
大
改

革
〜
」

と
き

７
月
17
日
㈭
　
午
後
２
時

【広告】

講
座

教
室

・

講
座

教
室

・

●
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
℡
76

─

７
８
７
１
）

成
年
後
見
人
講
演
会

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

制
度
改
正

世帯主及び世帯の被保険者全員の
軽減判定所得の合計額

軽減
割合

軽減後
均等割額

「43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数
-１）」以下　※変更なし ７割 14,730円

「43万円＋30万5,000円×（被保険者数）＋10
万円×（年金・給与所得者の数 -１）」以下 ５割 24,550円

「43万円＋56万円×（被保険者数）＋10万円
×（年金・給与所得者の数 -１）」以下 ２割 39,280円

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s052/kenko/070/002/050/20250603162455.html
https://logoform.jp/form/UdDE/1038492
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s030/kenko/120/020/120/20240702120028.html
https://www.gunma-jkk.or.jp/


と
き
　
７
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
第
三
中
学
校
プ
ー
ル

対
象
　
中
学
生
以
上
の
か
た

定
員
　
各
８
人
程
度
（
先
着
順
）

講
師

荒あ
ら

畑は
た

晋し
ん

也や

さ
ん
（
渡
良
瀬

く
ら
ぶ
代
表
）

参
加
費
　
各
回
２

０
０
０
円
（
講
習

費
、
道
具
借
用
代
、

保
険
料
）

申
込
み
　
７
月
４

日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
、
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
（
文
化
会

館
内
　
℡
71

─

４
１
１
１
）

と
き
　
７
月
31
日
㈭
　
午
後
１
時

〜
３
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

対
象
　
小
学
生
以
上
の
か
た

定
員
　
８
組
程
度
（
先
着
順
。
一

組
４
人
ま
で
。
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

講
師

荒あ
ら

畑は
た

晋し
ん

也や

さ
ん
（
渡
良
瀬

く
ら
ぶ
代
表
）

参
加
費
（
材
料
費
、保
険
料
な
ど
）

■
小
サ
イ
ズ

　３
０
０
円

■
中
サ
イ
ズ

　５
０
０
円

申
込
み
　
７
月
７

日
㈪
の
午
前
９
時

か
ら
、
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ

問
合
せ
　
文
化
振

興
課
（
文
化
会
館
内
　
℡
71

─

４

１
１
１
）

　
身
近
な
材
料
で
計
量
器
（
さ
お

ば
か
り
）
を
作
り
、
し
く
み
へ
の

理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
　
８
月
５
日
㈫
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
赤
羽
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６

年
生

定
員

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
７
月
３
日
㈭

〜
29
日
㈫
に
、電
話
で
商
工
課（
℡

47

─

５
１
４
７
）
へ

と
き
　
７
月
27
日
㈰
　
午
前
９
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
茂
林
寺
沼
湿
原
（
茂
林

寺
境
内
集
合
）

対
象
　
未
就
学
児
、
小
学
生

定
員

10
組
（
先
着
順
。
一
組
３

14令和７年（2025）　　７月号
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【広告】【広告】

は
か
り
の
工
作
教
室

申
込
み
　
７
月
８

日
㈫
の
午
前
９
時

〜
23
日
㈬
の
午
後

５
時
に
、
申
込
フ

ォ
ー
ム
へ

問
合
せ
　
緑
の
ま
ち
推
進
課
（
℡

47

─

５
１
５
４
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
法
（
初
級
編
）

と
き
　
８
月
26
日
㈫
　
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

交
流
会

と
き
　
８
月
26
日
㈫
　
正
午
〜
午

後
０
時
50
分

個
別
就
労
相
談

と
き
　
８
月
26
日
㈫
　
午
後
２
時

〜
２
時
50
分

共
通
事
項

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

講
師

飯い
い

島じ
ま

理り

恵え

さ
ん
（
出
張
う

ご
キ
ッ
ズ
・
　「
Ｆ
ｌ
ａ
ｔ

─

01
」

代
表
）

申
込
み
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
フ
ォ
ー
ム
ヘ

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ

イ
（
℡
０
２
７
７

─

46

─

７
４
８
６
）
又
は
市
商
工

課
（
℡
47

─

５
１
４
８
）

人
ま
で
）

内
容
　
茂
林
寺
沼
湿
原
に
生
息
す

る
昆
虫
の
観
察
、
虫
取
り
、
ラ
イ

ト
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど

※
湿
原
内
の
昆
虫
は
持
ち
帰
れ
ま

　
せ
ん

講
師
　
斉さ

い

藤と
う

秀し
ゅ
う

生せ
い

さ
ん
（
㈱
地
球

工
作
所
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
お
持
ち
の

か
た
は
虫
取
り
網
、
虫
か
ご

申
込
み
　
７
月

６
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
24
日
㈭

の
午
後
５
時
に
、

申
込
フ
ォ
ー
ム
へ

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
（
文
化
会

館
内

℡
74

─

４
１
１
１
）

と
き

７
月
30
日
㈬
　
午
前
７
時

35
分
・
三
の
丸
南
面
駐
車
場
集
合

（
午
後
５
時
解
散
予
定
）

と
こ
ろ

笹さ
さ

笛ぶ
え

橋ば
し

会
場
（
み
な
か

み
町
）

※
移
動
に
は
バ
ス
を
利
用
し
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
高
い
木

に
専
用
の
ロ
ー
プ
を
付
け
て
行
う

木
登
り
）、森
林
学
習

参
加
費

無
料

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど

　
「
里
沼
」
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

　ヨ
シ
灯
り
を
作
ろ
う

●
ト
ー
タ
ー
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ド
ー
ム
７
月
の
日
程

１
日
㈫
〜
28
日
㈪
、
31
日
㈭
　
同
ド
ー
ム
館
林
（
℡
75-

０
３
５
５
）

講
座

教
室

・

講
座

教
室

・

里
沼
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
講
座申込フォーム

（７月26日）
申込フォーム
（７月19日）

申込フォーム

申込フォーム

申込フォーム

茂
林
寺
沼
湿
原

夏
の
昆
虫
調
査
隊

就
労
支
援
講
座

個
別
就
労
相
談

市ＨＰ

夏
休
み
木
の
ぼ
り
体
験
教
室

15
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【広告】

●
教
育
委
員
会
定
例
会

７
月
23
日
㈬
　
午
後
２
時
〜
　
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学
館
　
※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
　
教
育
総
務
課
（
℡
47-

５
１
６
４
）　

〜
（
な
く
な
り
し
だ
い
終
了
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
南
玄
関

定
員
　
１
０
０
組
程
度（
先
着
順
）

※
一
家
族
（
一
組
）
に
５
株
程
度

問
合
せ
　
同
会
事
務
局
（
地
球
環

境
課
内
　
℡
47

─

５
１
２
５
）

と
き
　
７
月
31
日
㈭
　
午
後
０
時

40
分
・
三
の
丸
南
面
駐
車
場
集
合

（
午
後
４
時
40
分
解
散
予
定
）

と
こ
ろ
・
内
容

■
製
粉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
栄
町
）・

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
城
沼
公
民
館
・
う
ど
ん
打
ち
体
験

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

以
上
の
児
童
と
保
護
者

定
員

20
人
（
抽
選
）

参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

※
別
途
、
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

■
大
人
　
２
０
０
円

■
子
ど
も
　
１
０
０
円

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

申
込
み
・
問
合
せ
　
７
月
17
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書
（
商

工
課
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
郵
送
又
は

直
接
、
同
工
業
振

興
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　
℡
47

─

５
１
４
８
）へ

※
一
申
請
に
つ
き
１
家
族
の
み
有
効

と
き
　
７
月
23
日
㈬
・
30
日
㈬
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
　
中
部
公
民
館

定
員

15
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹

矢
式
呼
吸
法
に
よ
る
健
康
効
果
に

つ
い
て
（
基
本
動
作
の
解
説
後
に

実
技
体
験
）

講
師

加か

藤と
う

春は
る

美み

さ
ん
（
日
本
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
協
会
上

級
公
認
指
導
員
）、館
林
Ｓ
Ｗ
吹
矢

ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

７
月
19
日
㈯
ま
で

に
、
加
藤
春
美
さ

ん
（
℡
74

─

３
６
２
４
）
へ

と
き
　
７
月
27
日
㈰
　
午
後
１
時

開
演

と
こ
ろ
　
日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ
三

の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

内
容

　団
体
に
よ
る
民
謡
や
民
舞

の
発
表

入
場
料
　
無
料

問
合
せ

芸
術
文
化
祭
運
営
委
員
会

（
同
ホ
ー
ル
内

℡
75

─

３
０
３
０
）

と
き

７
月
27
日
㈰
　
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス
Ⓡ

ホ
ー
ル  

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
自
由
）　
５
０
０
円

プ
ロ
グ
ラ
ム

　シ
ョ
パ
ン
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
１
番
他

販
売
・
問
合
せ
　
館
林
市
民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
事
務
局
（
℡
74

─
２
７

４
９
）、渡
辺
音
楽
院
（
℡
77

─

０

０
８
７
）又
は
市
文
化
振
興
課（
同

館
内
　
℡
74
─
４
１
１
１
）
へ

と
き
　
７
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
正
午（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
会
議
室

及
び
鶴つ

る

生う

田だ

川
周
辺

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下

の
児
童
と
保
護
者

定
員

20
組
（
先
着
順
）

内
容
　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
関
す
る
講
話
、
駆
除
活
動

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
７
月
３
日
㈭

〜
10
日
㈭
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
に
、
地
球
環
境
課
（
℡
47

─

５

１
２
５
）
へ

館
林
ム
ジ
ナ
モ
を
守
る
会
で
は
、

水
生
生
物
の
ム
ジ
ナ
モ
の
保
護
拡

大
な
ど
の
た
め
、
会
員
が
育
て
た

ム
ジ
ナ
モ
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
29
日
㈫
　
午
前
10
時

催
し
物

小学生からの
外国語講座

とき　７月26日㈯、８月２日㈯・
９日㈯・23日㈯　午前10時～11時
30分（全４回）
ところ　多々良公民館
対象　市内在住の小学１～３年生
定員 24人（先着順）
内容　ゲーム、歌などを通して、
楽しく外国語（英語・中国語・ス
ペイン語）を学ぶ
参加費 1,000円（保険料など）
申込み・問合せ　７月17日㈭まで
に、市国際交流協会事務局（共生
社会推進課内　℡47 - 5120）へ

【広告】

市ＨＰ

ム
ジ
ナ
モ
の
市
民
配
布
会

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

駆
除
イ
ベ
ン
ト

ふ
る
さ
と
食
文
化
体
感
ツ
ア
ー

市
民
民
謡
民
舞
ま
つ
り

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
体
験
教
室

館
林
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

定
期
演
奏
会

https://logoform.jp/form/UdDE/1050596
https://logoform.jp/form/UdDE/1050648
https://logoform.jp/form/UdDE/1050383
https://logoform.jp/form/UdDE/1093049
https://logoform.jp/form/UdDE/1092156
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s059/kurashi/190/060/020/20210603135205.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s059/jigyousya/030/001/20220513161226.html


● マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

【広告】

16令和７年（2025）　　７月号

問
合
せ

関せ
き

井い

正ま
さ

也や

さ
ん
（
同
商

店
街
会
長
　
℡
72

─

３
３
５
８
）

又
は
市
商
工
課
（
℡
47

─

５
１
４
７
）

　
日
本
を
代
表
す
る
吹
奏
楽
団
、

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
会
で
す
。
酒さ

か

井い

伊い

知ち

郎ろ
う

隊
長
率
い
る
、
38
人
の
音
楽
隊
員

の
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

と
き
　
８
月
24
日
㈰
　
午
後
１
時

開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ

文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス
Ⓡ

ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

な
ど

申
込
み
　
通
園
し
て
い
る
園
な
ど
へ

問
合
せ
　
学
校
教
育
課
（
℡
47

─

５
１
６
９
）

　
か
ご
め
通
り
商
店
街
で
は
、
期

間
中
の
気
温
が
30
度
を
超
え
た
真

夏
日
に
「
熱
っ
ち
っ
ち
セ
ー
ル
」

を
行
い
ま
す
。

と
き
　
７
月
20
日
㈰
〜
８
月
19
日
㈫

と
こ
ろ
　
同
商
店
街

内
容
　
商
店
街
で
買
い
物
を
し
、

２
店
舗
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

先
着
１
０
０
人
に
日
傘
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

※
ス
タ
ン
プ
用
紙
は
各
参
加
店
に

　
あ
り
ま
す

　
だ
さ
い

申
込
み

７
月
20
日
㈰
の
午
前
９

時
か
ら
、
文
化
会
館
で
整
理
券
を

配
布

※
一
人
２
枚
ま
で

※
友
の
会
会
員
は
７
月
12
日
㈯
の

　
午
前
９
時
か
ら
先
行
受
付

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
（
同
館
内

℡
74

─

４
１
１
１
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

と
き
・
対
象
　
７
月
31
日
㈭

■
午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
一
小
〜
五
小
に
入
学
予
定
の
子

　
ど
も
の
保
護
者

■
午
後
の
部
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
六
小
〜
十
小
、
美
園
小
に
入
学

　
予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
こ
ろ
　
市
役
所
研
修
室

内
容
　
就
学
の

流
れ
に
つ
い
て

の
説
明
、
心
身

や
発
達
な
ど
に

心
配
が
あ
る
子

ど
も
の
就
学
に

つ
い
て
の
相
談

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
延
長
窓
口

７
月
７
日
㈪
・
22
日
㈫
、
８
月
４
日
㈪
　
午
後
７
時
ま
で
　
市
役
所
市
民
課
（
℡
47-

５
１
２
３
）

催
し
物

　これまでに国際コンクールで36回も
の優勝を重ねる、「世界最高の少女合唱
団」として名高いチェコ少女合唱団「イ
トロ」。ボヘミアの少女達による透き通
った歌声をお楽しみください。

とき 10月26日㈰　午後２時開演（午
後１時30分開場）
ところ 文化会館カルピス®ホール
チケット（全席指定）
■Ｓ席一般 3,500円
■Ｓ席18歳以下 3,000円
■Ａ席一般 3,000円
■Ａ席18歳以下 2,500円
※友の会会員は200円引き
※未就学児の入場はご遠慮
　ください
販売 市文化会館、太田市民会館、佐
野市葛生あくとプラザ、ＣＮプレイガ
イド
問合せ　文化振興課　（文化会館内　℡
74 - 4111）
※詳しくはホームページをご覧ください

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面

音
楽
隊
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

熱
っ
ち
っ
ち
セ
ー
ル

就
学
相
談
会

チェコ少女合唱団
「イトロ」公演

酒井伊知郎さん
（音楽隊長２等陸佐） 市ＨＰ

ＣＮ
プレイガイド

市ＨＰ

職
種
・
人
員

①
一
般
事
務
職
　
若
干
人

②
土
木
職
又
は
設
備
職
（
機
械
・

　
電
気
）

若
干
人

受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
、
大
学
・
大
学
院
を
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
か
た

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
資
格
を
有
す
る
か
た
な
ど

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

第
１
次
試
験
　
９
月
７
日
㈰

申
込
み
　
８
月
25

日
㈪
ま
で
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

問
合
せ
　
同
企
業

団
総
務
課
（
℡
45

─

２
７
３
４
）

募
集
種
目
・
応
募
資
格

①
海
上
自
衛
隊
航
空
学
生

18
歳

　
以
上
23
歳
未
満
の
か
た

②
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
　
18
歳

　
以
上
24
歳
未
満
の
か
た

③
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
33

　
歳
未
満
の
か
た

④
自
衛
官
候
補
生

18
歳
以
上
33

●代表☎0276 - 72 - 4111

【広告】

17

　
を
持
つ
か
た
。
た
だ
し
、
採
用

　
後
の
管
内
居
住
を
条
件
に
、
管

　
外
の
か
た
も
受
験
で
き
ま
す

第
１
次
試
験

■
９
月
18
日
㈭
　
体
力
試
験
・
論

　
文
試
験

■
９
月
21
日
㈰
　
筆
記
試
験

申
込
み
・
問
合
せ
　
８
月
４
月
㈪

〜
18
日
㈪
（
必
着
）
に
、
申
込
用

紙
（
同
組
合
消
防
本
部
各
署
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）

を
郵
送
又
は
直

接
、
同
組
合
消

防
本
部
総
務
課

（
〒
３
７
４

─

０
０
１
５
　
上
赤

生
田
町
４
０
５
０

─

１
　
℡
72

─

７
２
２
９
）
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
、
宛
先
を
記
入

　
し
て
１
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た

　
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
を

　
同
封
し
て
く
だ
さ
い

勤
務
期
間
　
７
月
22
日
㈫
〜
８
月

31
日
㈰

※
勤
務
日
・
勤
務
時
間
は
ク
ラ
ブ

　
に
よ
り
異
な
り
ま
す

募
集
人
員
　
若
干
人

申
込
み
・
問
合
せ

■
風
の
子
ク
ラ
ブ
（
大
手
町
　
℡

72

─

１
１
７
５
）

■
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
宿

　
二
丁
目
　
℡
74

─

５
５
４
５
）

■
聖
ル
カ
学
童
ク
ラ
ブ
（
大
街
道

　
三
丁
目
　
℡
71

─

１
１
７
２
）

■
に
じ
の
森
学
童
ク
ラ
ブ
（
成
島

　
町
　
℡
76

─

２
０
１
５
）

「
科
学
館
」
か
ら
連
想
す
る
言

葉
を
使
っ
た
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
　
小
学
生
以
下
の
部
、中
学
・

高
校
生
の
部
、
一
般
の
部

応
募
方
法
・
問
合
せ
　
７
月
19
日

㈯
〜
８
月
31
日
㈰

（
必
着
）
に
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
申
込

フ
ォ
ー
ム
又
は
直

接
、
同
館
（
〒
３

７
４

─

０
０
１
８
　
城
町
２

─

２

℡
75

─

１
５
１
５
　
　
75

─

１
４

３
３
）
へ

　
歳
未
満
の
か
た

申
込
み
　
①
②
は

８
月
29
日
㈮
ま
で
、

③
は
９
月
２
日
㈫

ま
で
、
④
は
年
間

を
通
じ
て
受
け
付

け
ま
す

問
合
せ
　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力

本
部
太
田
出
張
所
（
℡
33

─

７
３

０
５
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

職
種
・
人
員
　
消
防
職
員
（
消
防

士
・
救
急
救
命
士
）
　
４
人
程
度

応
募
資
格

①
大
学
卒
業
　
平
成
11
年
４
月
２

　
日
〜
同
16
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
れ
た
か
た

②
短
大
卒
業
　
平
成
11
年
４
月
２

　
日
〜
同
18
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
れ
た
か
た

③
高
校
卒
業
　
平
成
11
年
４
月
２

　
日
〜
同
20
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
れ
た
か
た

④
救
急
救
命
士
　
右
記
の
各
学
歴

　
に
応
じ
た
年
齢
で
、
救
急
救
命

　
士
国
家
資
格
を
有
す
る
又
は
同

試
験
の
受
験
資
格
を
有
す
る
か
た

※
①
②
③
は
、
卒
業
見
込
み
を
含
む

※
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
（
館

　
林
市
、板
倉
・
明
和
・
千
代
田
・

　
邑
楽
町
）
に
住
む
、
日
本
国
籍

【広告】

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

７
月
13
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
　
市
役
所
市
民
課
（
℡
47-

５
１
２
３
）

募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
指
導
員

消
防
職
員

自
衛
官

群
馬
東
部
水
道
企
業
団
職
員

　（
地
方
公
務
員
）

科
学
館
で
５
・
７
・
５

群馬地本ＨＰ

申込フォーム

水道企業団ＨＰ

消防組合ＨＰ

https://www.cnplayguide.com/asp/evt/evtdtl.aspx?dmf=1&ecd=CNI12776&ucd=&jdt=&kai=
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/sp003/040/210/chekoshoujogasshoudan.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/sp003/040/190/jieitai.html
https://www.gtsk.or.jp/aboutus/personnel/id1450
https://www.mod.go.jp/pco/gunma
https://www.fire-tatebayashi.jp
https://logoform.jp/form/UdDE/1045673
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18令和７年（2025）　　７月号

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
（
℡
47

─

５
１
６
４
）

対
象
　
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

令
和
５
年
11
月
〜
同
６
年
４
月
に

従
業
員
を
共
済
へ
加
入
さ
せ
た
中

小
企
業

補
助
額

■
企
業
が
新
た
に
共
済
へ
加
入
す

　
る
新
規
共
済
契
約
者
　
月
額
掛

　
金
の
20
パ
ー
セ
ン
ト

■
従
業
員
を
追
加
で
被
共
済
者
と

　
し
た
追
加
共
済
契
約
者
　
月
額

　
掛
金
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

※
い
ず
れ
も
対
象
と
な
る
月
額
掛

　
金
の
限
度
額
は
５
０
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ
　
７
月
４
日
㈮

〜
25
日
㈮
に
、
申
請
書
（
商
工
課

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）

と
必
要
書
類
を
同

課
（
℡
47

─

５
１

４
８
）
へ

　
補
助
金
や
資
金
調
達
な
ど
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
３
日
㈰
　
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

　ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
内
ア

　
２
７

─

２
２
６

─

３
６
５
４
）、

　
館
林
土
木
事
務
所
（
℡
72

─

４

　
３
５
５
）
又
は
市
都
市
計
画
課

（
℡
47

─

５
１
４
９
）

■
市
案

市
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
　
７
月
29
日
㈫（
必

着
）
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・
利

害
関
係
・
意
見
の
要
旨
を
記
入
し

た
公
述
申
出
書
（
書
式
自
由
。
様

式
は
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
）
を

郵
送
又
は
直
接
、
県
案
は
県
都
市

計
画
課
（
〒
３
７
１

─

８
５
７
０

県
庁
内
）、市
案
は
市
都
市
計
画
課

計
画
指
導
係
（
〒
３
７
４

─

８
５

０
１
　
市
役
所
内
）
へ

※
県
案
の
意
見

　
書
は
、
市
都

　
市
計
画
課
で

　
も
お
預
か
り

　
し
ま
す

　
館
林
市
立
小
中
学
校
の
規
模
・

配
置
に
つ
い
て
、
将
来
を
見
据
え

た
適
正
な
あ
り
方
や
基
本
的
な
方

針
な
ど
検
討
す
る
会
議
を
公
開
し

ま
す
。

と
き
　
７
月
23
日
㈬
　
午
前
10
時

30
分
〜

と
こ
ろ

　市
役
所
５
０
１
Ａ
会
議
室

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ

シ
横
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た

■
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
テ
ナ
ン
ト
出

　
店
・
催
事
出
店
を
検
討
し
て
い

　
る
か
た

■
創
業
予
定
の
か
た
や
新
た
な
販

　
路
開
拓
・
売
上
ア
ッ
プ
を
目
指

　
し
て
い
る
か
た

問
合
せ
　
館
林
商
工
会
議
所
（
℡

74

─

５
１
２
１
）

　
野
菜
栽
培
で
問
題
に
な
る
ウ
イ

ル
ス
病
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
や
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
な

ど
の
害
虫
に
よ
っ
て
伝
染
し
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
発
生
し
ま

す
。
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

除
草
の
徹
底
な
ど
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

農
薬
使
用
時
の
注
意
点

■
周
囲
の
農
作
物
に
農
薬
が
か
か

　
ら
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
散
布

　
し
て
く
だ
さ
い
（
風
の
強
い
日

　
に
は
散
布
し
な
い
）

■
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、
使
用
基

準
を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

■
農
薬
を
使
用
し
た
器
具
は
、
じ

　
ゅ
う
ぶ
ん
に
水
洗
い
し
て
く
だ

　
さ
い

■
使
用
日
時
、
作
物
名
、
農
薬
名
、

　
使
用
量
・
希
釈
倍
率
、
使
用
回

　
数
を
必
ず
記
録
し
て
く
だ
さ
い

■
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
で

　
保
管
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
東
部
農
業
事
務
所
館
林

地
域
農
業
課
（
℡
74

─

２
２
５
７
）

又
は
市
農
業
振
興
課
（
℡
47

─

５

１
４
４
）

と
き
　
７
月
22
日
㈫
〜

内
容

　市
長
及
び
配
偶
者
の
資
産

等
報
告
書
（
任
期
開
始
時
に
保
有

し
て
い
る
資
産
な
ど
）

※
閲
覧
の
際
は
、
受
付
簿
に
氏
名

　
及
び
住
所
の
記
入
が
必
要
で
す

※
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
が

　
必
要
な
場
合
は
、
片
面
一
枚
10

　
円
が
か
か
り
ま
す

と
こ
ろ
・
問
合
せ

　行
政
課
（
℡

47

─

５
１
１
３
）

田
山
花
袋
に
関
す
る
事
業
へ

■
１
０
０
万
円

新
小
学
一
年
生
へ

■
防
犯
ブ
ザ
ー
　
館
林
遊
技
業
防

　
犯
協
力
会

（
敬
称
略
）

　
県
は
、
都
市
計
画
区
域
に
お
け

る
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向

性
を
定
め
る
「
東
毛
広
域
都
市
計

画
圏
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」の
変
更

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
館
林
渡
瀬
南
部
第
二
産

業
団
地
地
区
（
下
早
川
田
町
）、渡

瀬
南
部
地
区
（
足
次
町
、
下
早
川

田
町
）
に
お
け
る
都
市
計
画
の
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
７
月
15
日
㈫
〜
29
日
㈫

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

対
象

■
県
案
　
東
毛
広
域
都
市
計
画
圏

　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

　
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画

　
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）、館
林

都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更（
館

林
渡
瀬
南
部
第
二
産
業
団
地
地
区
）

■
市
案
　
館
林
都
市
計
画
用
途
地

　
域
の
変
更
（
館
林
渡
瀬
南
部
第

　
二
産
業
団
地
地
区
）、館
林
都
市

　
計
画
地
区
計
画
の
変
更
（
館
林

　
渡
瀬
南
部
第
二
産
業
団
地
地
区
、

　
渡
瀬
南
部
地
区
）

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

■
県
案
　
県
都
市
計
画
課
（
℡
０

市ＨＰ

お
知
ら
せ

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
変
更
案
な
ど
の
縦
覧

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

活
用
企
業
に
補
助
金
を
交
付

第
２
回
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
審
議
会
の
傍
聴

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
と

農
薬
飛
散
防
止
に
ご
協
力
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
相
談
会

市
長
の
資
産
な
ど
を
公
開

市
へ
の
寄
附

　
　

●代表☎0276 - 72 - 4111
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防
止

■
自
転
車
な
ど
の
交
通
安
全
意
識

　
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止

問
合
せ
　
安
全
安
心
課
（
℡
47

─

５
１
１
５
）

　
市
職
員
が
ご
自
宅
や
企
業
、
団

体
、
施
設
な
ど
に
出
張
し
て
、「
出

張
申
請
受
付
」
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
７
月
15
日
㈫
〜
令
和
８
年

２
月
26
日
㈭
の
火
・
水
・
木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　
　午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
市
内
在
住
の
か
た

個
人
の
場
合

■
障
が
い
や
病
気
・
け
が
、
要
介

　
護
状
態
な
ど
に
よ
り
外
出
が
難

　
し
い

■
育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
外
出

　
の
機
会
が
限
ら
れ
る

■
乳
幼
児
な
ど

団
体
な
ど
の
場
合
（
５
人
以
上
）

■
団
体
（
自
治
会
、
各
種
サ
ー
ク

　
ル
）、ご
友
人
、
企
業
、
学
校
、

　
施
設
な
ど

必
要
書
類

■
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
又
は
個

　
人
番
号
通
知
書
（
お
持
ち
の
か

　
た
の
み
）

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

　
ち
の
か
た
の
み
）

■
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
原
本
）

※
他
必
要
に
応
じ
て
案
内
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
希
望
日
の
10

営
業
日
前
ま
で
に
、
電
話
又
は
メ

ー
ル
で
市
民
課
（
℡
47

─

５
１
２

３
　
　shim

in@
city.tateba

yashi.gunm
a.jp

）へ

※
手
続
き
は
一
人
10
〜
20
分
程
度

※
申
請
か
ら
約
１
か
月
程
度
で
交

　
付
し
ま
す

※
申
請
に
は
条
件

　
が
あ
る
た
め
、

　
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
訪
問
時
は
名
札
を
携
行
し
、
身

　
分
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、

　
予
約
の
な
い
お
宅
へ
訪
問
す
る

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
に
つ
い
て
、
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
も
の
で
す
。
審
査
員
や

補
充
員
に
選
ば
れ
た
場
合
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
太
田
検
察
審
査
会
事
務

局
（
℡
45

─

７
８
０
６
）

館
日
と
し
ま
す
が
、
地
域
行
事
な

ど
で
利
用
す
る
場
合
に
は
、
休
館

日
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
（
℡
47

─

５
１
６
６
）

〜
危
な
い
よ
　
ス
マ
ホ
ば
っ
か
り

見
て
る
君
〜

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を

育
み
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
で
交

通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
７
月
11
日
㈮
〜
20
日
㈰

運
動
重
点
項
目

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
顕
著

な
功
績
に
よ
り
、
次
の
か
た
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

奥お
く

澤ざ
わ

京き
ょ
う

子こ

（
分
福
町
）

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

菅す
が

沼ぬ
ま

道み
ち

雄お

（
堀
工
町
）（

敬
称
略
）

10
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
公

民
館
の
休
館
日
が
、
月
１
回
か
ら

月
２
回
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
原
則
、
第
２
・
４
日
曜
日
を
休

館林市地方就職支援金
学生のかたの移住を支援

対象　次の全てに該当するかた
■ 卒業もしくは修了年度に東京圏（東京都、

埼玉県、千葉県、神奈川県）に在住し、東

京都内に本部を置く大学又は大学院を卒業

もしくは修了した、又は卒業もしくは修了

することが決定している

■ 群馬県内の企業に就職又は就職が内定し、

館林市内に移住した、又は移住することが

決定している

支給金額
交通費
■選考面接の実施場所が群馬県内 6,000円

■選考面接の実施場所が群馬県外　自己負担
　額の２分の１（上限6,000円）

移転費
■引越し業者などが提供する運送業務に関す

　る費用又はそれに準じる費用の全額（上限

　６万6,000円）

申請期限　令和８年２月27日㈮
問合せ　企画課（℡47 - 5102）
※官公庁などは対象外となります

※ 詳しい条件や注意事項、申請方法などはホ

　ームページをご覧ください

就職に伴い、館林市へ移住する大学又は大

学院の卒業生（見込みを含む）に対して、選

考面接などにかかった交通費や、引越しなど

にかかった移転費の一部を支給します。

市ＨＰ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

公
民
館
休
館
日
の
変
更

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
受
付

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

検
察
審
査
会
制
度

市ＨＰ最高裁判所ＨＰ

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s059/jigyousya/030/070/090/20200101192000.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/sp008/010/068/20240318100524.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s023/kurashi/060/040/20200109194000.html#shucchou
https://www.courts.go.jp/kensin/


20令和７年（2025）　　７月号

　第34回ふるさとづくり市民フェスティバルが文

化会館カルピス®ホールなどで開催されました。

市内で生涯学習活動を行う団体やサークルによる

発表やさまざまな催し物が行われ、訪れた人は展

示を興味深そうに眺めたり、体験ブースにチャレ

ンジしたりするなど、思い思いに楽しみました。

どもも大人も楽しもう子 Date：５月２５日

▶プロフィール　館林市出身。館林女子高等学校卒業。早稲田大学大学院理工学研究科修士修
了、同博士課程単位取得。TBSアナウンサーを経てフリーに。東京2020オリンピック聖火リレ
ーでは、群馬県の第一走者を務めた　▶本市の好きなところは？　城下町にちなんだ古い町名
のある館林が好きでした。季節ごとのお祭りの思い出が今も懐かしく、花山や城沼など周辺の
美しさは誇りです　▶本市での思い出は？　つつじが岡公園に家族や親戚とお弁当を持って行
ったこと。ツツジがとてもきれいでした　▶市民の皆さんへ一言！　館林は都心から近く、の
どかで暮らしやすいところ。自然に恵まれた、歴史のあるまちとして紹介していきたいです

【青森大学名誉教授・エッセイスト・ジャーナリスト】

見
けん

城
じょう

美
み

枝
え

子
こ

さん

る さ と

応 援 大 使

に 聞 く ！

ふ

館林市ふるさと応援大使　本市出身又は本市にゆかりのある、各分野で活躍している15組に、市のＰＲや行事への協力をお願いしています館林市ふるさと応援大使

　富士嶽神社で初山大祭が開催され、多くの家族

連れが訪れました。約400年の歴史を持つとされ

るこの行事では、「丈夫に育つように」との願いを

込め、子どもの額に朱印が押されます。大泣きす

る子やじっと耐える子などリアクションはさまざ

ま。家族は笑顔でその様子を見守っていました。

長を願ってぺったんこ！成 Date：５月３１日・６月１日
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　海上自衛隊の砕氷艦しらせの齋
さい

藤
とう

一
かず

城
き

艦長（本市在住）が、令和６年
11月から５か月間の第66次南極地域観測協力の任務を無事に終え、大変
貴重な「南極の氷」をお持ちくださいました。この氷は１万年以上前に
南極大陸に降った雪が押し固められて氷となったもので、氷が解けはじ
めると、閉じ込められていた気泡が弾けて「プチプチ」と音がします。
　今年の館林まつりでこの「南極の氷」を特別に展示したいと考えてい
ますので、ぜひ南極からの貴重な贈り物に触れてみてください。

南極からの貴重な贈り物
市

コ ラ

長

ム

太田市を拠点に活動する女子サッカーチーム「ザ

スパ群馬ルミナス」が、合同会社紬・組と市庁舎

を訪れ、これまでの活動報告などを行いました。

ユニホームの襟元には伝統織物・館林紬
つむぎ

の象徴的

な柄である日
にち

日
にち

凛
りん

を採用。スポーツを通じた地域

活性化への意気込みを、力強く語ってくれました。

元にきらり光る伝統デザイン
Date：６月２４日襟

　今年も約70品種およそ5,000株のハナショウブ

がつつじが岡第二公園を鮮やかに彩りました。期

間中はミス館林フラワーレディとふるさと応援大

使のMenkoiガールズによる花摘み、篠笛コンサ

ートや琴と尺八の演奏などが行われ、自然と芸能

を楽しむ人びとでにぎわいました。

と饗宴　花菖蒲まつり和 Date：５月３１日～６月１５日



22令和７年（2025）　　７月号

定例相談
相談名 とき ところ 問合せ

こころの健康相談（予約制）
７月10日㈭
午前10時～11時30分

市役所101Ａ相談室
高齢障がい政策課
（℡47-5128）

こころの相談（予約制）
７月３日㈭、８月７日㈭
午後１時30分～３時

館林保健福祉事務所（℡72-3230）

ＨＩＶ・性感染症相談（予約制） 火曜日（祝日を除く）
午前９時30分～10時45分 館林保健福祉事務所（℡72-3230）

ヘルスアップ相談会（一部予約制）
７月２日㈬、８月６日㈬
午後１時30分～２時30分

保健センター
健康推進課（保健センター内
℡74-5155）

市役所出張健康相談
７月30日㈬
午前９時30分～11時30分

市役所市民ホール
健康推進課（保健センター内
℡74-5155）

医療・介護・福祉相談　（予約制）
月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

公立館林厚生病院地域連携室 （℡72-3140）

障がい者（児）歯科診療　（予約制）
火・木・金曜日、第２・４土曜日
午前９時～正午、午後２時～５時

館林邑楽歯科保健医療センター（℡73-8818）

高齢者の介護・福祉相談
月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

各高齢者あんしん相談センター
■クローバー荘（城町　℡77-1165）
■新橋（下三林町　℡75-3013）
■東毛光生園（成島町　℡72-2060）
■社会福祉協議会（松原二丁目　℡60-5670）

高齢者なんでも相談
（60歳以上対象）

月～金曜日（第１・３月曜日を除く）
午前10時～正午、午後１時～３時

老人福祉センター（℡74-5342）

認知症カフェ
　（オレンジカフェぽんちゃん）

７月10日㈭・23日㈬
午後１時30分～３時

老人福祉センター
介護保険課
（℡47-5131）

ＤＶ電話相談
月～金曜日（祝日を除く）　
午前９時～午後５時

配偶者暴力相談支援センター（℡47-5176）

ふくしの総合相談
月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

心配ごと相談
第１・３日曜日、第２・４火曜日
午前９時30分～正午

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

成年後見制度の相談
月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

法律相談（予約制）
※１週間前の月曜日午前９時から受付

第１～４火曜日
午前10時～11時30分

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

婚活相談（予約優先）
※１週間前の金曜日午前９時から受付

男性：第２日曜日
女性：第４日曜日
午後１時～４時

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

ひきこもりサロン
　（青空サロン、家族会こもれび）

第３金曜日
午後２時～３時30分

総合福祉センター
社会福祉協議会
（℡75-7111）

外国人相談
第２・４火曜日　正午～午後３時
　（祝日の場合は前週）

市役所市民ホール
共生社会推進課
（℡47-5120）

おくやみ相談窓口（予約制）
月～金曜日（祝日を除く）
午前10時30分～、午後２時～

共生社会推進課（℡47-5121）

消費生活相談
月～金曜日（祝日を除く）　
午前９時～正午、午後１時～４時

消費生活センター（℡72-9002）

年金相談（予約制）
※１週間前の木曜日午前８時30分から受付

７月17日㈭
午前10時～午後３時30分

市役所501Ａ会議室
太田年金事務所お客様相談室
（℡49-3716）

夜間納税相談
月曜日（祝日を除く）
午後７時まで

納税課（℡47-5110）

出張サポートステーション（予約制）
（50歳未満対象）

第２水曜日（祝日を除く）
午前10時～午後４時

郷谷公民館
ぐんま若者サポートステー
ション東毛常設サテライト
（℡57-8222）

労働相談（予約制）
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（県労働政策課）
（℡0120 -54 -6010）

働く人のメンタルヘルス相談（予約制）
第２・４火曜日（祝日を除く）
午後１時～４時

ぐんま県民労働相談センター（県労働政策課）
  （℡027 -226 -3008）

事業承継相談（予約制）
第２水曜日（祝日を除く）
午前10時～午後３時

館林商工会議所相談室
商工課
（℡47-5148）

※費用は無料です
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※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

お子さんはどんな子？
兄弟仲良し♡毎日おもちゃの
取り合いしてます！
家族からひと言
私たちの元に産まれてきてく
れてありがとう♡大好きだよ♡

安
あん

藤
どう

椿
つばき

ちゃん

チャイどる

■健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■医療機関情報の提供など
■市内に住所のあるかたが、
　ご利用できます

たてばやし健康ダイヤル
～困ったときは～

フリーダイヤル

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
新栄町1844 ‒３　℡73 ‒ 2313
診療時間　午後７時～10時
（日曜日、祝日、年末年始を除く）
緊急時
公立館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒  １　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

お子さんはどんな子？
絵本大好き！読み聞かせを集
中して聞いてくれます。
家族からひと言
生まれてきてくれてありがと
う。大好きだよ♡

７月６日～８月３日　
診療時間　午前９時～午後５時

お子さんはどんな子？
いつもニコニコ笑顔！お姉
ちゃんに負けない強い子！
家族からひと言
元気いっぱい、強い子に育っ
てね！！！！

お子さんの写真を募集中！
掲載希望のかたは、右記二次元コードから、
メールに必要事項を記入してご応募ください。

耳　鼻　科 歯　　科
７月６日　川村耳鼻科（新宿一丁目　℡72‒1337）
　　20日　板倉耳鼻科（板倉町海老瀬　℡80‒4333）
８月３日　なるしま耳鼻科（大谷町　℡76‒7640）　 　   

診療時間
午前９時～午後１時

館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622 ‒ 1 　℡73‒8818）
診療時間 午前９時～正午

内　　　科 外　　科

７
月

６日
三 浦 医 院
大泉町北小泉
℡ 62‒2917

小 西 医 院
千代田町赤岩西
℡ 86‒2261

澤 田 皮 膚 外 科
新宿二丁目
℡ 70‒7703

13日
みづほクリニック
大泉町西小泉
℡ 20‒1122

神 尾 内 科 医 院
緑町一丁目
℡ 75‒1288

夜間急病診療所
新栄町

℡ 73‒2313

20日
ま り レ デ ィ ス

木戸町
℡ 76‒7775

真愛ウィメンズクリニック
（旧：真中医院）本町三丁目

℡ 72‒1630

堀 井 乳 腺 外 科
北成島町
℡ 55‒2100

21日
湯 沢 医 院
大泉町西小泉
℡ 62‒2209

藤 原 医 院
邑楽町明野
℡ 88‒7797

館 林 医 院
西本町

℡ 74‒2112

27日
竹 越 医 院
明和町新里
℡ 84‒3137

た け い 小 児 科
北成島町（小児科のみ）

℡ 76‒2525

慶友整形外科病院
赤生田町
℡ 49‒9000

８
月
３日

新 井 内 科
大泉町仙石
℡ 20‒1220

こやなぎ小児科
富士原町（小児科のみ）

℡ 80‒2220

田 沼 整 形 外 科
邑楽町中野
℡ 88‒9223

田
た

中
なか

湊
みなと

ちゃん 陸
りく

斗
と

ちゃん 勝
かつ

俣
また

豪
ごう

ちゃん

mailto:koho@city.tatebayashi.gunma.jp?subject=%E3%80%90%E3%83%81%E3%83%A3%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%AB%E6%8E%B2%E8%BC%89%E5%B8%8C%E6%9C%9B%E3%80%91&body=%E2%96%A0%E4%BF%9D%E8%AD%B7%E8%80%85%E3%81%AE%E6%B0%8F%E5%90%8D


休館日　４日㈪・12日㈫・18日㈪・25日㈪
開館時間　午前10時～午後５時　
対象 乳…乳幼児と保護者　児…小学生・中学生・高校生

子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づくりをする場です。
子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください。子育て支援センター

定員　５組（先着順）
内容　モビール作り、手作りおもち
ゃと絵本の紹介、交流会
申込み　７月15日㈫の午前９時30分
から、美園保育園地域子育て支援セ
ンターへ

子どもの食事・食育
とき　８月６日㈬　午前10時30分～
11時30分　
ところ　美園保育園
定員 10組（先着順）
内容　栄養士から、子どもの食事・
食育について学ぶ。相談もできます
似顔絵シルエット
とき　８月18日㈪　午前10時～11時

育児講座

問合せ
各地域子育て支援センター
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■総合福祉センター内（℡070 ‒ 36
　 26 ‒ 7111)           
※いずれも参加費無料

とき　８月21日㈭　午前10時～11時
30分
ところ　美園保育園
対象　妊婦や生後８か月
までの乳児がいるママ
※里帰り中のかたも参加　
　できます

たぬきサロン

24令和７年（2025）　　７月号

※都合により、事業内容や日程などが変更となる場合があります
※各イベントには定員があります。詳しくは各児童館にお問い合わ 
　せください

児童センター ℡73 ‒ 1522

【今月の遊び】ストーンアート 10：00～ 17：00

乳

紙皿ＵＦＯ ７日㈭ 11：00～ 11：30
足形アート（雨とかえるのガーランド）21日㈭ 15：00～ 15：30

シャン シャン シャン 29日㈮ 11：00～ 11：30

児 シャッフルボード 22日㈮ 14：00～ 14：30

西児童館 ℡75 ‒ 4311

【今月の遊び】ペットボトルブレスレット 10：00～ 17：00

乳
16㎜映画 ６日㈬

10：30～ 11：00
秋の壁面製作 27日㈬

児
16㎜映画 ６日㈬

13：30～ 14：00
スライム作り 27日㈬

赤羽児童館 ℡72 ‒ 4155

【今月の遊び】プラバンキーホルダー 10：00～ 17：00

乳
水あそび ５日㈫

10：30～ 11：00
映画会 29日㈮

児
スライム作り １日㈮

13：30～ 14：30
映画会 29日㈮

イ ベ ン ト 情 報８月の児童館だより

30分
ところ　聖ルカ保育園
定員　８組（抽選）
内容　お子さんの横顔の切り絵製作
講師 亀

かめ

山
やま

裕
ひろ

美
み

さん

共通事項
対象　市内在住の乳幼児と保護者
申込み　７月15日㈫の午前９時30分
から、各地域子育て支援センターへ

市公式
LINE

不思議なおもちゃラボ（赤羽児童館）
とき　７月24日㈭　午後２時～３時
対象　市内在住の小学生
定員　15人（先着順）
内容　簡単な実験をしながら「カラフルボトル」を作っ
て遊ぶ
申込み　当日午後１時30分から、同館へ
夏まつり（西児童館）
とき　７月26日㈯　午前10時15分～正午（予定）
対象　市内在住の乳幼児と保護者、高校生までの児童
定員　50組程度（先着順）
内容　かき氷、スライム作り、ストラックアウトなど
申込み　７月６日㈰の午前10時から、同館へ
ＡＬＴ（外国語指導助手）と英語であそぼう（西児童館）
とき　８月９日㈯　午前10時15分～11時（予定）
対象　市内在住の３～６歳の未就学児と保護者
定員　15組程度（先着順）
申込み　７月20日㈰の午前10時から、同館へ
ピアノコンサート（赤羽児童館）
とき　８月22日㈮　午前10時15分～11時30分
対象　市内在住の乳幼児と保護者、高校生までの児童
定員　150人程度（先着順）
内容　木

き

村
むら

美
み

紀
き

さん・木
き

村
むら

友
ゆ

紀
き

さん（プロピアニスト、
Мusik Blume音楽院）による演奏
申込み　７月19日㈯の午前10時から、同館へ
共通事項
参加費　無料

相談の種類 とき 時間 ところ 問合せ
すくすく陽だまり
相談
対象：中学生まで
の子どもの保護者

１日㈮ 午後１時30分～４時 郷谷公民館 生涯学習課（℡47 - 5166）

のびのび相談
対象：乳幼児と保
護者

18日㈪ 午前９時30分～11時30分 保健センター　

健康推進課（保健センター内　℡80 - 1152）
※哺乳量測定・個別相談は、７月７日㈪から
　予約開始（電話又は市公式LINE「のびのび 
　相談」と入力）
※体重・身長測定は予約不要

子育て相談
※市内公私立保育園 ・
認定こども園・児
　童館でも相談可

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時30分～午後０時30分、
午後１時30分～４時30分

美園保育園
総合福祉センター

各地域子育て支援センター
 ・美園保育園内（℡72 - 2117）
・総合福祉センター内（℡070 - 3626 - 7111）

午前９時～午後０時30分、
午後２時～４時30分

聖ルカ保育園
ももの木保育園

各地域子育て支援センター
 ・聖ルカ保育園内（℡73 - 8722）
 ・ももの木保育園内（℡74 - 4865）

家庭児童・女性
相談

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～午後５時 子育て支援課（℡47 - 5137）

ひとり親
自立支援相談

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～４時

子育て支援課（℡47 - 5135）

子ども相談
　（電話相談）

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～５時

市民センター こども相談室（℡73 - 4152）
※来所相談は予約制

　 kyoiku@city.tatebayashi.gunma.jp
子ども相談
　（メール相談） 随時受付

子どもの総合相談 月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～午後５時 総合福祉センター
社会福祉協議会（℡75 - 8111）
t.kodomo@tate-shakyo.or.jp

子ども医療
電話相談（#8000）

月～土曜日 午後６時～翌午前８時 短縮番号「#8000」
又は℡03 - 6735 - 8835
（担当：県医務課）

日曜日、祝日、
年末年始

24時間受付
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名称 とき 対象
４か月児 26日㈫ Ｒ７．４月生

10か月児 27日㈬ Ｒ６．10月生

１歳６か月児 20日㈬ Ｒ６．１月生

２歳児歯科 28日㈭ Ｒ５．６月生

３歳児 21日㈭ Ｒ４．３月生

受付時間　午後１時～１時30分
 ※１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児は、受付時間が         
　 午後１時～１時45分（２部制）になります。対象者
　 には個別にお知らせします                                                   
 ところ・問合せ　保健センター（℡80 - 1152）

名称 とき 対象

見て学ぶスタート編 29日㈮ 妊婦、生後７か月未満の乳
児と保護者

ステップアップ編 － １歳未満の乳児と保護者

 時間　午前10時～11時
内容　詳しくはホームページをご覧ください
申込み　７月22日㈫から、保健センター（℡  80
- 1152）又は市公式LINE（「離乳食教室」と入力）へ
ところ・問合せ　同センター

市ＨＰ

８月の乳幼児健診

８月の子育て相談

８月の離乳食教室

ママパパ学級

保育・沐浴講習
とき ８月９日㈯　午前９時30分～ 11時30分
ところ　保健センター
対象　妊婦（妊娠16週以降）とその夫又は家族
定員 20組（先着順）
内容　赤ちゃんの保育、沐浴について
の講話・実技
参加費　無料
持ち物　母子健康手帳、ママパパ学級テキスト
申込み・問合せ　７月７日㈪から、市公式LINE　（「ママ
パパ学級」と入力）又は健康推進課（同センター内
℡80 - 1152）  へ
　【お知らせ】
９月９日㈫に予定していた「医師・歯科衛
生士・沐浴講習」は、８月29日㈮に変更に
なります。詳しくはホームページをご覧く
ださい 市ＨＰ

https://line.me/R/ti/p/@603oqcbh?oat__id=2870047#~
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s101/kenko/140/120/080/20200105133000.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s046/kenko/140/150/020/20200105112000.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s051/kenko/010/120/010/20200107054000.html
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/s051/kenko/020/035/20210314145703.html


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小麦粒の構造

館林のブランド小麦「百年小麦」

26

問商工課（℡47-5147）

令和７年（2025）　７月号

問文化振興課（文化会館内　℡71-4111）

日本遺産「里沼」 ―「祈り」「実り」「守り」の沼が
　磨き上げた館林の沼辺文化―

®

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）

日
本
遺
産
「
里
沼(SATO-NUM

A)

」

に
お
い
て
、
城
沼
は
「
守
り
の
沼
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
は
、
館
林
城
と
躑つ

つ
じ躅
ヶ
岡
を

守
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う

に
守
っ
た
の
は
、
こ
れ
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
幕
末
の
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）、

館
林
近
辺
で
は
大
雨
に
よ
り
被
害
が

出
た
よ
う
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
羽

附
村
が
城
沼
の
「
二
段
樋ひ

」
と
呼
ば

れ
る
樋と

い

を
閉
め
た
こ
と
が
問
題
化
し

ま
す
。

　
こ
の
時
、
羽
附
村
に
あ
る
洗

あ
ら
い

堰ぜ
き

が

何
者
か
に
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
洗

堰
は
水
量
を
保
つ
た
め
に
水
を
せ
き

止
め
、
そ
の
上
を
水
が
あ
ふ
れ
て
流

れ
る
よ
う
に
す
る
堰
で
す
。
そ
れ
を

壊
す
と
い
う
こ
と
は
、
城
沼
の
水
が

あ
ふ
れ
る
と
害
を
被
る
者
が
水
位
を

下
げ
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、
羽
附
村
は
村
内
に
流

入
す
る
水
を
減
ら
す
た
め
、
樋
に
土

の
う
を
積
ん
で
排
水
を
封
じ
、
自
村

の
耕
地
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
問

題
化
し
た
の
で
す
。

　
羽
附
村
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
か
つ

て
樋
は
田
の
用
水
の
需
要
が
高
い
時

期
な
ど
を
除
い
て
閉
め
ら
れ
て
い
た

も
の
が
、
通
年
開
放
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
城
沼

は
城
の
要
害
と
下
流
村
々
の
用
水
源

で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
近
年
、
沼

辺
の
開
発
と
レ
ン
コ
ン
栽
培
を
優
先

し
て
沼
の
水
位
が
下
げ
ら
れ
た
た
め
、

当
村
で
は
雨
が
少
な
い
年
は
水
不
足

に
、
雨
が
多
い
年
は
水
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
と
主
張
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

本
来
の
城
沼
は
雨
水
を
溜
め
て
水
害

リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
機
能
も
持
っ

て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
農
業
用
水

源
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

近
世
の
城
沼
は
領
民
の
生
活
も
広
く

守
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
す
。

239回

日本遺産 ｢里沼｣ ストーリー再認識！

「守りの沼」―城沼―

　城沼はかつて天然の要害として館林城を取り囲む
外堀の役目をし、武将たちにとっての「守りの沼」
でした。近世になると館林城は江戸を守る要衝とし
て、榊

さかき

原
ばら

康
やす

政
まさ

や徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

の城となり、沼には人を寄
せ付けないための「龍神伝説」や、躑

つ つ じ

躅ヶ崎（現つ
つじが岡公園）の発端となる「つつじ伝説」といっ
た伝説が生まれました。歴代城主によって守られて
きた躑躅ヶ崎は「花山」とも呼ばれ、花の季節には
人びとにも開放されました。近代化を迎えると、城
沼も人びとに開放され、漁
業や渡船が営まれるなど、
　「里沼」としての歴史を歩
み始めました。

里沼ＨＰ 百年小麦ＨＰ

城沼の水位を調節してきた古
こ

蹟
せき

洗
あらい

堰
ぜき

（日本遺産「里沼（SATO-NUMA）」構成文化財）

　小麦は、粒の中の約83％を占める「胚
はい

乳」、約15％
を占める「表皮」、約２％を占める「胚芽」からでき
ていて、その中の胚乳の部分が小麦粉になっていま
す。小麦粉に製粉するには、製粉工場で不純物を除
去し、粒のそろった小麦
に取り分け、水分調整な
どを経て細かく粉砕され、
ふるいにかけられること
で、小麦粉が出来上がり
ます。
　詳細は、百年小麦ウェ
ブサイトをご覧ください。

小麦粒の構造

表皮

胚乳

胚芽
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【エコシティmini～たてばやし５つのゼロ版～】
宣言２　温室効果ガス排出量「ゼロ」

【打ち水で夏を快適に！】

材料（４人分） １人前当たり約88kcal

今が旬のピーマンをおいしく食べられます。給食のチン
ジャオロースーは、モヤシやタマネギが入っていて、子
どもにも食べやすくなっています。

■豚細切り肉
■ニンジン
■ピーマン
■タマネギ
■モヤシ
■千切りタケノコ
■おろしショウガ・酒

160ｇ
1/5 本

１～１と 1/2 個
1/3 個
40ｇ
60ｇ

各小さじ１弱

■片栗粉
■ごま油
Ａ：砂糖
Ａ：テンメンジャン
Ａ：しょうゆ
Ａ：オイスターソース
Ａ：中華スープの素

小さじ１強
少々

小さじ 1/2
小さじ 1/2

小さじ１弱
小さじ１と 1/2
小さじ 1/2 強

作り方
① ニンジン、ピーマン、タマネギは千切りにする
②フライパンにサラダ油小さじ１弱を熱し、豚肉にお
　ろしショウガ、酒を加え炒

いた

める
③ニンジン、タマネギ、モヤシ、タケノコ、ピーマン
　の順に炒める
④Ａの調味料を入れ、よく混ぜる
⑤小さじ１強の水で溶いた片栗粉で、とろみをつける
⑥仕上げにごま油を加える

学校の給食

　暑い夏の日、昔ながらの知恵である「打ち水」
は、涼を取る効果的な方法です。このシンプルな
行為の背後には、科学的なメカニズムが隠されて
います。
　打ち水は、地面にまかれた水が蒸発するときに、
周囲の熱を奪う「気化熱」を利用しています。水
が蒸発するためには熱が必要で、この熱を地面や
空気から吸収することで温度が下がります。特に
アスファルトやコンクリートの多い都市部では、
この効果を大いに実感できます。
　さらに、打ち水には雨水やお風呂の残り湯など
の二次利用水を使用することで、水資源を有効活
用できます。ぜひ、この自然のメカニズムを活用
して、涼しく快適な夏をお過ごしください。

令和６年度　消費生活相談の状況まとまる

　昨年度消費生活センターに寄せられた相談件数
は621件で、前年度に比べ９件　（１．４％）増加と
なりました。20代、30代、60代、70代以上が増加
しました。依然として高齢者が消費者トラブルに
遭いやすい傾向にあることに変わりありません。
【年代別相談件数】

▶アドバイス ＴＶやスマートフォンでの広告を
きっかけとした通信販売による相談、また、若者
を狙った副業や新たな投資へ誘導する悪質商法が
増えています。被害を防止するには、個人情報を
安易に伝えないことや、契約内容をじゅうぶんに
理解し、解約の条件や方法を確認しておくことが
たいせつです。また、スマートフォンなどの普及
で暮らしが便利になる反面、その陰に潜むさまざ
まなリスクに気を付けましょう。
問合せ　消費生活センター（市民センター分室内
℡72 - 9002 月～金曜日の午前９時～正午、午後
１時～４時）

70代
以上 60代 50代 40代 30代 20代 20歳

未満 不明 合計

令和
６年度 186 87 76 83 45 33 11 100 621

令和
５年度 182 83 85 90 43 25 16 88 612

増減 +4 +4 －9 －7 ＋2 ＋8 －5 ＋12 +9

https://www.100y-komugi.jp
https://sato-numa.jp/
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　大勢の人びとが手作業で山
から巨石を切り出し、船で運
んで、大阪城の石垣は築かれ
ました。400年前の土木工事
の様子がページいっぱいに広
がります。（児童書）

　孫やその親世代との関わり
方について悩んだ時に、祖父
母だからこそできることを示
してくれます。祖父母の役割
は実はたくさんあるのです。　
（一般書）　　

巨
石
運
搬
！

海
を
こ
え
て
大
阪
城
へ

祖
父
母
の
品
格

　

孫
を
持
つ
す
べ
て
の
人
へ

休館日（７～８月上旬）
７月７日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪・
31日㈭、８月４日㈪

⑥⑪以外は参加費無料
　（ただし④⑨以外は、大人（高校生以上）は別途入館料がかかります）

※７月６日㈰、８月３日㈰は入館無料
⑧⑨は当日整理券を配布。詳しくは同館ＨＰへ問向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

28令和７年（2025）　　７月号

科
学
館
Ｈ
Ｐ

※上映時間は午後２時～。参加費無料。先着25人

①日本科学未来館巡回展示「МⅠＲＡＩ－Ｂｉｔ」
とき　７月５日㈯～８月17日㈰
②サイエンスショー「マイナス196度の世界を知ろう」
とき　７月13日㈰・27日㈰　午後１時50分～２時20分
③企画展「身近な地域の自然環境展」
とき　７月19日㈯～８月31日㈰
④夜間天体観望会「夏の星空を中心に探してみよう」
とき　７月19日㈯　午後７時～８時
※雨天・曇天時はプラネタリウムで星座解説のみ　
※小学生以下は保護者同伴
⑤公開天文台
とき　７月20日㈰　午後１時50分～２時20分
※雨天・曇天時は中止
⑥理科工作教室「くるくるドッキングカップ」
とき　７月21日㈷　午前10時～午後３時
参加費 10円（材料費）
※小学３年生以下は保護者同伴
※材料が無くなりしだい終了
⑦全国科学館連携協議会巡回展「地球飯」
とき　８月１日㈮～17日㈰　
⑧親子で学ぼう！ロボットファクトリー

期日 上映タイトル

７月９日㈬ 人体　神秘の巨大ネットワーク
「骨」が出す！最高の若返り物質

７月16日㈬ キルトに綴る愛（字幕）

８月２日㈯ スパイダーマン　ファー・フロム・
ホーム（吹替）

８月３日㈰ スパイダーマン　ファー・フロム・
ホーム（字幕）

８月６日㈬ おいしい給食　Final Battle　劇
場版

とき　８月２日㈯　午前10時50分～
11時30分、午後１時50分～２時30分
定員　各４組（１組３人まで。先着順）
※小学３年生以下は保護者同伴
⑨えほんdeかがく「ダンゴムシ」
とき　８月３日㈰　午後１時50分～２時20分
定員　15組（先着順）
⑩ガラス玉万華鏡工作教室
とき　８月11日㈷　午前11時～正午、午後１時30分
～２時30分
定員　各20組（１組４人まで。先着順）
申込み　７月12日㈯の午前９時から、申
込みフォームへ
⑪ロボット講座
とき　８月17日㈰　午前９時30分～正午
対象　小学生（２年生以下は保護者同伴）
定員　24人（先着順）
講師　小山工業高等専門学校教授
参加費　510円（材料費・保険料）
申込み　７月19日㈯の午前９時から、申
込みフォームへ

著
／
坂
東
眞
理
子

発
行
／
朝
日
新
聞
出
版

作
／
鎌
田
歩

発
行
／
ア
リ
ス
館

問
図
書
館
（
℡
74-

２
３
４
６
）

申込フォーム

お　知　ら　せ

読書感想文の書き方講座（無料）
とき ７月26日㈯　午前10時～正午
対象　市内在住の小学２～４年生
定員 10人（先着順）
講師　廣

ひろ

瀬
せ

均
ひとし

さん（羽生市北小学校教諭）
申込み　７月５日㈯の午前９時から、直接同館へ
親子で学ぼう‼わくわく★音読教室（無料）
とき ７月27日㈰　午前10時～11時30分
対象　市内在住の小学１～４年生の親子
（同伴は祖父母など18歳以上の家族も可）
定員 15組（先着順）
講師　針

はり

谷
がや

範
のり

子
こ

さん（（公財）文字・活字
文化推進機構認定朗読指導者）
申込み　７月５日㈯の午前９時から、申込フォームへ

申込フォーム

申込フォーム

文化施設ＨＰ

　明治、大正、昭和初期の時代を田
た

山
やま

花
か

袋
たい

と共にあっ
た「モノ」たち。その一つ一つが、当時の暮らしや
様子を語ってくれます。花袋が実際に使っていた愛
用品をぜひご覧ください。
　常設展、企画展でワークシートを配布します。展
示から答えを探したり、資料をスケッチしたりして
学芸員の仕事を体験してみてください。

期間　７月５日㈯～９月15日㈷　午前９時～午後５
時（入館は午後４時30分
まで）
展示解説会　７月６日㈰、
８月３日㈰、９月７日㈰
午後２時～（30分程度）

　この碑は昭和47年（1972）11月、釈迦堂
墓地の整理を記念して建てられた碑です。
碑面には整備の概要と寄付者名が記されて
います。整理前の墓地は高低や区画の差が
大きく、出入りの通路もない状態でしたが、
それらを解消するように整備が行われまし
た。さらに本堂も改築され、墓地一帯が一
新されました。

問田山花袋記念文学館（℡74 - 5100）

■第一資料館　７月７日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪・31日㈭、　
　８月４日㈪・℡74 - 4111
■田山花袋記念文学館　７月７日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪、　
　８月４日㈪・℡74 - 5100

施
設
休
館

７
〜
８
月
上
旬

問スポーツ振興課（ダノン城沼アリーナ内　℡74 - 2611）

城沼市民プールのオープン
期間　７月12日㈯～８月31日㈰　午前９時～午後５
時（７月14日㈪～18日㈮は午後１時30分開場）
入場料
■高校生以上　330円
（回数券11枚綴り3,300円）
■小・中学生　110円
（回数券11枚綴り1,100円）
■小学生未満　無料
問合せ　城沼市民プール　（ダノンスポーツパーク内　
℡72 - 1645　開場期間中）
※午後０時30分～１時30分は施設点検のため遊泳禁止
※ウォータースライダーはご利用できません
スポーツ医科学講演会
とき　７月30日㈬　午後７時～
ところ　市役所501会議室

　　　　　　　　　休館日　７月25日㈮　　
※７月６日㈰、８月３日㈰は施設使用料無料

  （照明代などは除く）
　　　　　　　　　　　● マーク・・・健康マイレージ対象事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29

花袋が愛用した硯と水差し

問市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

墓地整理記念碑

下三林町　
（釈迦堂境内）

111

定員 50人（先着順）
テーマ　少年スポーツの年代別トレーニング方法と
ケガ・熱中症の予防　　　
講師 上

かみ

篠
じょう

隆
たかし

さん（高崎商科大学特任教授）
参加費　無料
申込み　７月５日㈯の午前９時から、申
込フォームへ
【ダノン城沼アリーナ（ダノンスポーツパーク内）
エレベーター設置・LED照明改修工事】
　７月より工事を行います。工事期間中は一部施設
の利用制限などによりご
不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願い
します。
期間　７月～令和８年３
月末（予定）

マ

「花袋先生の愛用品展」

申込フォーム

※ネーミングライツにより、城沼総合運動場の愛称は「ダノンスポーツパーク」となりました

収蔵資料展

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/library/
https://logoform.jp/f/1XIif
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/kagakukan/
https://logoform.jp/form/UdDE/1081941
https://logoform.jp/form/UdDE/1027650
https://logoform.jp/form/UdDE/1097460
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防災・防犯情報などをすぐにお届け
アットインフォカナル

メール登録
空メールを送信

AndroidiOS

市公式動画チャンネル▶

市公式ホームページ
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/

広報紙がスマホで読めるアプリ
「マチイロ」
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―
館
林
を
ひ
と
言
で
表
す
な
ら
、

　「
華
」
で
す
―
そ
う
表
現
し
て
く

れ
た
の
は
、
２
０
２
５
ミ
ス
館
林

フ
ラ
ワ
ー
レ
デ
ィ
の
橋
本
さ
ん
で
す
。

　
幼
い
頃
、
ミ
ス
館
林
フ
ラ
ワ
ー

レ
デ
ィ
の
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
見
た

橋
本
さ
ん
。
そ
の
と
き
、「
自
分
も

い
つ
か
こ
ん
な
風
に
輝
き
た
い
」

と
漠
然
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
夢
を
叶
え
た
の
は
昨
年
11
月
。

そ
れ
ま
で
も
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や

朗
読
劇
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、

数
々
の
挑
戦
を
し
て
き
ま
し
た
。

　「
全
て
き
っ
か
け
は
、『
楽
し
そ
う
、

や
っ
て
み
た
い
』
と
い
う
小
さ
な

好
奇
心
な
ん
で
す
」
と
橋
本
さ
ん

は
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　
ツ
ツ
ジ
の
名
所
、
ま
ち
を
盛
り

上
げ
る
事
業
者
の
か
た
が
た
、
魅

力
を
発
信
す
る
フ
ラ
ワ
ー
レ
デ
ィ
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
館
林
を

　「
華
」
と
表
現
し
た
橋
本
さ
ん
は
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
構
成
員
と

し
て
、
館
林
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特

に
若
い
世
代
が
ま
ち
の
話
題
に
関

心
を
持
つ
た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

自
分
の
強
み
を
活
か
し
た
発
信
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
７
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
に
行
わ

れ
る
館
林
ま
つ
り
で
は
、
浴
衣
を

着
た
ミ
ス
館
林
フ
ラ
ワ
ー
レ
デ
ィ

が
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
を
務
め
ま
す
。

　「
多
く
の
か
た
と
お
会
い
で
き
る

こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

平成16年、館林市生まれ。令和６年11月にミス館林
フラワーレディに選ばれた。2023ミスワールドジャ
パンファイナリスト、2024ミスユニバーシティ群馬
代表を経験。趣味は茶道・華道、ダイビング、ピア
ノなど実にさまざま。マイブームはランニング。

　
「
華
」
あ
る
館
林

　
　魅
力
を
若
い
世
代
へさ

ん

かごめ六斎市
12日㈯・26日㈯　午前９時30分～午後１時　 かごめ通り
商店街
たてばやしウエストファームマーケット
19日㈯　午前10時～午後３時　　近藤沼公園

尾曳稲荷骨董市
19日㈯　午前７時～午後４時頃　　尾曳稲荷神社
茂林寺フリーマーケット
19日㈯　午前10時～　　茂林寺商店街

たてばやしストリートピアノ
５日㈯　午後１時30分～３時　　館林東西駅前広場連絡通路

７月の EVENT

人口・世帯 前月比

男　性 36,713 人 ー 13

女　性 36,577 人 ＋ 13

合　計 73,290 人 ±０

世　帯 35,048 世帯 ＋41

令和７年６月１日現在

橋は
し

本も
と

菜な

那な

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/
https://line.me/R/ti/p/@603oqcbh?oat__id=2870047#~
https://twitter.com/tatebayashiinfo
https://machiiro.town
https://www.youtube.com/channel/UC4Vi3J8QNgyAr7FU9gjOEeg
https://apps.apple.com/jp/app/infocanal-%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%88%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%95%E3%82%A9%E3%82%AB%E3%83%8A%E3%83%AB/id1320720298
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.atinfocanal&hl=ja
mailto:bousai.tatebayashi-city@raiden2.ktaiwork.jp



